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プロローグ








　私たちはあくまでも普通の会社員だ。私は庶務で、彼はエンジニア。居酒屋で出逢い、話が合って、趣味も同じだと分かって──比較的自然な流れでつきあい始めた。

　周囲から見れば、恋人としてのあり方はごく普通だと思う。

　けれど、普通のカップルとは決定的に違うところがある。

　それは──





＊＊＊






『──いい加減、諦めたらどうだ？　どれだけ暴れたところで、誰も助けに来ないのは分かってんだろ？』

　ギラリと鋭い光を孕んだ双眸を冷たく細めながら、男──野の島じまは言った。身体の奥底から凍えてしまいそうな、酷薄な口調だ。

　ぞっとするほど怜悧で美しい顔の造作が、体感温度をさらに下げる。壮絶な美貌に彩られた野島が放つ冷えたフェロモンが、震える身躯を搦め取って離さない。

『うぅ……』

　美み帆ほは首筋にゾクリと走る怖気に怯えながら、身体を捩らせる。手首にはきっちりと手錠がかけられていて、さらにはベッドの支柱に繋がれていた。とてもではないが逃れられそうにない。

　手首には無造作に布が巻かれており、手錠で傷がつかないようになっているのは、男なりの気遣いなのかもしれない。

『勘違いしてもらっちゃ困るねぇ。商品に傷でもつけたら、売りものにならないからな』

　まるで心の中を読んだかのような野島のせせら笑いに、美帆の頬は恥ずかしさでかぁっと熱くなる。赤くなったのは顔だけではない。

　目線を下に落とせば、布一枚まとっていない裸体が横たわっている。もちろん、美帆本人のだ。

　身体はやはりほんのりと赤く染まっている。

『──なかなかきれいな身体じゃねぇか』

　野島は美帆の胸の先端をピン、と指で弾いた。途端、白い肢体に痺れが走る。

『……っ、』

『こんなんで感じてるとか、頭と違って身体は賢いんだなぁ』

『も……やだ……っ』

　野島が目に色を交えながら、舌なめずりをした。耐えきれなくなった美帆は涙目でキッと野島を睨みつける。

『やだとかやめてとか、おまえの意見なんて聞いてないんだわ。恨むんならお前の男を恨みな。今時、交際相手の連帯保証人になるなんて馬鹿でもしねぇよ』

『わ、たし……なってない……』

　与り知らぬ内にそんなことになっていたのだと、美帆は訴えた。

　つきあって二年、同棲して一年の彼氏が急に失踪した。その直後、野島が美帆の元にやって来たのだ。

　なんと彼氏が一千万円の借金を残しており、突きつけられた借用書の連帯保証人欄に美帆の名前があった。もちろん、そんなものに署名捺印した覚えはない。明らかに偽造だ。でもそれが通用するような相手ではなく。

　野島は自らを債権者だと名乗った──つまりは、闇金だ。一見するとそうは思えないほど整った顔立ちをしているが、まとうオーラは不穏極まりない。

　何がなんだか分からないと困惑する美帆を、野島は強引に誰かのマンションへと連れてきた。服を脱がしてきたので抵抗したものの、力ずくで今の状態にされてしまった。

　裸で転がされてしばらく経った今でも、置かれた状況が信じられない。ただただ茫然とする美帆に、野島は非情な言葉を投げつける。

『知らねぇよ。連帯保証人の欄におまえの名前がある、それがすべてだ。……さて、そろそろ始めようか』

　野島は着ていた黒のジャケットを脱いだ。高級ブランドのものであろうそれを乱暴に投げると、男はベッドに乗り上げ、美帆の腰を跨いだ。

　最悪な予感がよぎって背筋が冷たくなり、ぶるりと震える。

『な、に……』

『何って、この状況でボードゲームでもすると思うか？』

　野島がニヤリと笑い、美帆の顎をガシッと掴んだ。

『ゃ……っ』

『あぁ……その目、たまんねぇわ。反発した目つきがいつまで続くかねぇ……精々楽しませろよ』

　顎を掴んだまま、野島は美帆にくちづけた。

『んー！　っ、んっ』

　めいっぱい抵抗をしてみるも、両手を拘束され、下半身には体重をかけられて身体は動かせない。男の力には到底かなわなくて、顎をつかんだ手であっけなく口は開かれてしまう。

　すかさず、厚い舌がにゅるっと差し込まれた。

　口腔内を乱暴に舐め回され怖いのに、全身には甘い痺れが巡る──心身が引き起こす矛盾に、美帆は戸惑い、動けずにいる。

　野島の手が胸のふくらみに伸び、ぐにゅりと掴む。男の大きな手の平の中で、白くまろい乳房がパン生地のように自在に形を変えている。痛くはない。派手に揉まれているようで、それほど強い力は加えられていないから。むしろ心地よささえ覚えてしまう。

　なんだか嫌な予感がする。

　嫌悪感で満たされていたはずなのに、身体の奥の奥では確かに情火が点り、大きくなり始めていた。

『あっ、ん……っ』

『声、出始めたなぁ……いい反応だ』

　野島が美帆のくちびるを少しだけきつめに噛んだ後、クッと喉の奥で笑いを殺す。

『いた……っ』

『痛いのは嫌いか？　……なら気持ちいいのは？』

　身体の芯を震わせるような呟きが聞こえたかと思うと、野島は芯を持ち始めていた乳嘴をじゅる、と吸った。

『んんっ』

　びくん、と腰がわずかに浮いた。

　ビリッと小さく湧いたのは、快感なんかじゃない。嫌だ。感じたくなんかないのに。

　先端を舌で潰されて、思わず身体を捩らせてしまう。

　逃れたい。逃げたい。でないと私は──

『逃げるな』

　夜の底を這うような低い声が、美帆を見えない紐で縛ってしまう。

　動けない。怖い。

『っ、』

　舐られ続けた頂は、さっきよりも赤みを増して淫靡だ。感じれば感じた分だけ赤くなっていっているようで、恥ずかしい。しかも野島の唾液でてらてらと濡れ光っている。

　野島の愛撫はねっとりといやらしいのに、それでいてひたすら優しくて甘いのがかえってつらくて。

『も……ゃめ……』

　か細い声で訴えると、野島がふっと笑う。

『あと一押しか……じゃあこれはどうだ？』

　次の瞬間、内腿の奥に手を差し込まれた。

『きゃあっ』

　野島の指が秘裂を撫で上げると、強烈な痺れが体内を疾駆した。ビクリと身体が跳ね上がる。

　これは紛れもない快感だ。あからさまに身体が悦んでいる。

　すでにそこはしとどに濡れていて、沈んだ指は滑らかに動いていた。

『は……ぬるぬるだ』

『あ……いや……』

『嫌だというわりには、足がどんどん開いてるぞ。口よりも身体の方が正直みたいだな』

　さっきまで硬く硬く閉じていたつもりだった。それなのに、いつの間にか足を投げ出すように開いていた。

　野島に指摘されて気づくなんて。

　恥ずかしさで、美帆の頬がかぁっと上気する。

　その間にも男は閉ざされていた肉襞を割り開いて、さらに奥へと指を進ませた。なおも湧き続ける蜜液をわざと大きく掻き鳴らし、美帆に羞恥心を植えつけてくる。

　酷い男──

『あっ、あぁ……っ、んっ』

『声が甘くなってきたな……あぁ、ベッドまで垂れてきた。気持ちよさそうで何よりだ』

　くつくつと笑みを含んだ声と美帆を支配する視線が落ちてくる。

　膝頭がマットレスにつきそうなほど大きく脚を割られて、身体の奥の奥まで覗かれそうなほど開かれて。男らしい体躯で押さえつけてくる。

　だから仕方がないの──動けないでいるのは。

　秘裂を何度も掻き回されて、にゅるにゅると擦られて気持ちよくなってしまうのも、全部全部──野島のせい。

『あんっ、や、めてぇ……っ』

『やめて？　……それ、本気じゃねぇよなぁ？　こんなに濡らしといて』

　奇跡のように美しい顔から繰り出される粗野な言葉遣いが、やけに胸に刺さってしまうのが悔しい。

　初めて美帆の部屋に取り立てに来た時、極上の美貌に見とれてしまった。でもすぐに凶悪な視線で射貫かれて、怖さが上回ってしまったのだけれど。

　野島の手は手首まで濡れており、愛液がポタポタと滴り落ちている。

　美帆がいやいやとかぶりを振っても、ぬかるみを擦る指は確実に快感を植えつけてきて。

『ほら、もっとほしいよな？　遠慮するな』

　さらに野島は、空いている指で陰核を剥き出し、ぬめりを巻き込んで捏ねた。びくんびくんと戦慄く両襞からはだらだらと新しい蜜液が垂れて、ベッドに大きな影を描いている。

『あぁっ！　んっ、ゃ……』

　気持ちよくて脳みそが焼き切れそう。全身が痺れてたまらない。

　畳みかけるような愛撫が続いて、身体が細かく震え出す。男は奉仕の指を緩めることなく、小刻みに花芯を弾き、舐め上げた。

　刹那──

『も、だ、めぇ……っ、はぁっ、んんっ！』

　肢体が大きくしなり、そして弾けた。目の奥で何かがスパークする。

　幾度かの痙攣を経て、美帆の肢体はくったりとベッドに沈み込んだ。

　ついに達してしまった。決していくまいと思っていたのに。

『っ、はぅ……っ、ゃだぁ……！　も、いっ、た……っ、む、り……っ!!』

　達したのを知っているくせに、野島は美帆を弄ぶ手を止めない。愛撫というより、追い込んでいるようにすら思える手つきは、優しいのに残酷だ。

　指の腹で繰り返し花芯を擦られる。十二分に濡れているので痛くはないけれど、過敏になっている粒が拉がれるたびに苦しくて逃げたくなる。

『しんどいか？　……じゃあ、場所を変えてやるよ』

　野島の指からようやく解放されたかと思うと、今度は膣口につぷりと差し込まれた。

『あぅっ』

　いきなりだったけれど、まったく痛くない。爪の存在すら感じなかったのは、野島が上手いせいなのか──考えたくもないけれど。

『おいおい、まだ指だろ？　そんなにきゅうきゅうしめつけんな。いやらしい女だな』

　秘裂の表層を散々嬲られていたので、肉壁は劣情を持て余していたのだろうか。男の指が挿入られた途端、待ち望んでいたとばかりに絡みついて食いしめている。

　嫌なはずなのに、身体は悦んでいる。

　もはや美帆の頭と肉体は完全に別次元の生き物になっているようだ。

『ぅっ、んっ、あん……っ』

　ざらざらとした隘路は、野島の指が抽挿をすれば響くように反応する。まるで以前からこの指の味を覚えていたみたいに。

　そしてある場所を通った時、身体は過剰に反応した。

『あぁんっ』

『……ここか』

　見つけたとばかりに、野島がそこをきゅっと押した。膣口がびくんと大きく疼く。

『や、だ、やだぁ……っ、それ、やめてぇ……っ』

　指を外さずに幾度も擦り上げられ、じゅぷじゅぷと音を立てられる。

　美帆の下腹部はもうびしょ濡れで、そこだけ気持ち悪いくらいだ。でも不快感を補って余りあるほど、膣内には甘い愉悦がしゅわしゅわと湧いている。

『ゃ……も、きもちぃよぉ……』

　力の抜けた声。美帆は自分のくちびるから快楽を受け入れる単語が漏れ出たことに気づいてすらいない。

　野島の手の平の上で、美帆の身体は欲望に従順になってきている。

『へぇ……素直になると可愛いな、おまえ』

　満足げにうなずくと、野島は空いた手で再び包皮をずらし、爛熟した陰核を捏ねた。もちろん、膣内を愛撫する手も休めない。

『あぁっ、んっ、んぅ……っ、や、いっしょ、らめ……っ、んんっ』

　舌っ足らずな抗議は逆効果だと、男は美帆をさらに愛欲の沼へと駆り立てる。底が見えない濁った水が、ずぶずぶと彼女の身体を引きずり込んだ。

『あああ────っ、んんっ、いく、い……っ、いやぁ……っ!!』

　強張っていた全身が大きく痙攣した。繰り返し弾む肢体は、何かに取り憑かれているようにすら見える。

　ひくんひくんと最後の疼きを見せた後、美帆の身体は静寂を取り戻した。

　力の入らない四肢を投げ出すと、野島が己の手首を舐めながら言い放つ。

『──派手にイッたな。おまえの潮で俺の手は腕までびしょ濡れだ』

　どうやら潮まで吹いていたらしい。全然気づかなかったし、そんな状態になったのは初めてなので、恥ずかしくてたまらない。

『ゃ……』

『まだ終わりじゃないことは分かってるよなぁ？　これからが本番だからな』

　そのひとことで、次に何をされるのかが分かってしまった。自分の身体は、とことんこの男の好きにされてしまう。

　身体を弄ばれる恐怖の中に、ほんのわずかに期待が芽吹いているのは、絶対に気のせいだ。

　口では非情なことを言っておきながら、決して痛めつけず丹念に愛撫し、美帆に極上の快感を捧げてくるから、そんな錯覚に陥ってしまうんだ。

　──この男に、もっと気持ちよくしてもらいたい、なんて。

　もう嫌だ、消えてしまいたい。

　野島が服を脱ぎ捨て、真裸になる。つい目線を送ると、男の裸身の中央でそそり勃つ雄芯が目に入った。強烈な生命力に満ちていて、どこかグロテスクささえ覚えるほど異質だ。

　男は見せつけるように、避妊具をまとった屹立を自ら扱き上げてみせた。

　美帆は思わず声を上げてしまう。

『ひっ……も、むり……ゃぁ……』

『はっ、まだ始まってもいないのに、もう目も声も身体もとろとろじゃねぇか。……もっと溶かしてやるよ』

　野島の声は先ほどよりもワントーン高い。なんだかひどく楽しそうだ。

　わずかに目にかかる髪を掻き上げるたびに、冷たく潤んだ瞳から男の色香が滴り落ちる。その様を見ていると、美帆の奥で堅く秘めているはずの何かがだんだんと崩れ落ちていく気がして。

　自分でなくなってしまう。それが怖い。

　野島は震える美帆の脚を開き、腰を押し進める。

　濡れた秘裂にぬるぬると楔を押しつけた。しかし挿い入れずに、離れる。そしてすぐにまた押しつける。

　つかず離れずを繰り返し、肉襞の間を滑らせては時折花芯を掠める。

『んっ』

　そのたびに美帆の身体はひくん、と反応を見せる。

　何度も同じことをされて、だんだんと下腹部が焦れてくるのが分かってしまう。

『……どうした？　おとなしいな』

　もう完全に抵抗する気なんて放棄しているのに。それなのに。

　この男はさらに美帆を降伏の底に突き落としたいのか。

　すでに愛液に塗れているだろう肉塊は、一向に膣内に入ってくる様子はない。

　焦らされて焦らされて。

　気持ちがいいのに、それでも一番敏感な部分は絶妙に外されて、もどかしくて仕方がない。

　本当は嫌なはずなのに、早く犯してほしいなんて──

『あぁっ、もぅ……おね……い……』

『何？　何をしてほしいんだ？　もう一度言ってみろ』

　本当は聞こえてるくせに、とぼけてそんなことを言う。

『ひ、ど……もぅや……』

『ひどい？　何がだ？　してほしいことがあればしてやると言ってんだよ。……優しいだろ？』

　野島が不敵な笑みで見下ろしてくる。美帆を見み下くだしているようで、その瞳の奥には感情を搦め取る炎がチラチラと見え隠れしている。

　本当は優しく溶かしたい──そう告げられている気がして、本気の抵抗ができずにいる。

　どうして。どうして甘い飴を隠し持って、時折美帆に見せてくるのか。鞭だけなら徹底的に憎めたのに、乱暴にされたのは最初のキスの時だけだ。

　もうダメ。情欲が恐怖を喰らう瞬間なんて味わいたくなかったのに。

　せめて痛くしてくれれば、怖いままでいられたのに──

　傷ついているはずの心は、怒濤のように注がれる男の秘めた激情にもみくちゃにされる。

『──どうしてほしいか言わないと、いつまでもこのままだぞ？』

　美帆の蜜で濡れた雄芯は、硬く張り詰めて血管すら浮き出て、ひくひくと妙な緊張感をまとっていた。それなのに当の本人は涼しい表か情おをして、非情なことを言いながら美帆の膣口をぬちぬちと弄っている。

　本当に、酷い男──

『あっ……ん、ゃ……もう、い、きたい……』

　美帆は白旗を掲げた。腹の奥底から迸る欲望を、これ以上身の内に留めてはおけなかった。

『イキたいだけじゃ分からねぇなぁ。俺は馬鹿だからさ、はっきり言ってもらわなきゃ何もできねぇんだわ』

　目を細めてニヤリと笑う野島は、まるで悪魔だ。とびっきり甘い毒を孕んだ美しい悪魔。

『っ、もぅやだぁ……っ。い、れてよぉ……っ』

　半分やけで半分切実な言葉が、美帆のくちびるからこぼれ落ちる。

　じくじくと疼き続ける内な部かを早く満たしてほしくて、絞り出すような声を上げてしまった。

　ついに、堕ちてしまった。プライドも意地もあったものじゃない。ただひたすら、本能を満たしたくて仕方がなかった。

　刹那、冷たく張り詰めていた空気がふっとどこか温かくなった気がした。

『……っ。は……っ、ようやく素直になったか。……いいよ、お望みどおり、挿入てやるよ』

　一瞬何かを言い淀んだかと思うと、ズシン、と重い音を立てて、野島が腰を打ちつけてきた。

『きゃあっ、あぁん！』

　深く強く貫かれ、弾みで子宮口まで突かれた身体は、今まで焦らしに焦らされながら溜め込んだ愛撫の名残も手伝って、あっという間に頂を望む。

　全身が戦慄き、媚肉は収縮した。

『……もうイッたのか。早いな』

　絶頂の余韻に浸る暇など与えないとばかりに、野島は美帆を穿つ。

『あうっ、ゃ……っ、い、ったの！　いっ、てるか、らぁ……だ、めぇ……っ』

　男の動きを止めようにも、両の手は拘束されているし細い腰はがっちりと掴まれていて、過ぎた快感から逃してもらえない。

　さっきあれほど焦らしてきたのに、今度は畳みかけるような愉悦を絶え間なく注がれる。

　美帆が感じる部分をすぐに探り当てた野島が、集中的にそこを擦り上げて揺らす。強く深く、優しく浅く、楔は美帆の膣壁を抉った。

『あっ、や、また、いっ、ちゃ……っ、だめ、いや……っ』

　美帆の肢体はガクガクと痙攣し、細く長く続く快感に狂ってしまいそうだ。

　野島の筋張った手が、美帆の下腹部をきゅっと押さえる。彼の雄芯が行き来しているちょうど上の辺りだ。

『やっ、それ、だめ……しないでぇ……っ』

　気持ちよさが増してきゅうきゅうと隘路が蠕動する。

『すげぇ締まるな。……こっちが食い千切られそうだ。そんなに気持ちいいか？』

『あんっ、んっ、きもちぃ……っ、い、く……っ、も、いくぅ……っ』

　躊躇いも戸惑いもなく、甘ったるい声音で快感を訴えると、野島の抽挿の速度が上がった。

　これで何度目だろう。美帆の蜜口が絶頂で男の屹立を絞り上げるのは。

『……素直で優秀だな、おまえのここは。打てば響く身体は大好物だ。とことんイかせてやる』

　野島は舌なめずりをすると、美帆の足首を掴んで広げて掲げながら、腰を振りたくった。高らかに肌を打つ音と愛液がしぶく音が、室内に淫猥な和音を響き渡らせる。

『あぁ……ぅんっ、あぁっ、ゃ、もぅ……っ──』

　官能の狂きょう瀾らんは、美帆が気を失うまで続いたのだった。





＊＊＊






「──ほ。……美帆？　大丈夫？」

　美帆がうっすらと目を開くと、美しい顔が心配そうに覗き込んでいた。数分前に見せたギラギラした雰囲気など微塵も感じさせない、優しくて穏やかな瞳だ。

　濃厚な官能の空気に満たされていた寝室は、すでに穏やかで静かな空間に戻っていた。

「ま、さき……」

「怖かった？」

「大丈夫……すごくすごく気持ちよかったから、ちょっと意識飛んでた」

　力なく微笑むと、美帆は将まさ紀きに両手を伸ばした。手首にはもう手錠はなくて、布を巻いていたからか跡も残っていない。

　将紀は手首を労るように撫でた跡、美帆を抱きしめた。

「僕も……すごくすごく気持ちよかったよ。美帆の身体、ひんやりしてるね。汗かいたから？」

「将紀の身体は熱いね……気持ちいい」

「好きだよ、美帆」

　柔らかな手つきで頭を撫でられ、美帆は心地よさで目を閉じた。

「私も……好き」

　二人は燃え尽きたようにそのまま抱きしめ合って眠った。

　

　これが美帆と将紀の日常の一部だった。






第一章　出逢い








（あー……もう、無理）

　忘年会の客でごった返す、オフィス街にほど近い居酒屋の座敷。柴しば田た美帆は、心の中で毒づいた。

　株式会社ショコリカはその名のとおり、チョコレート菓子を主に取り扱う中堅製菓会社だ。美帆はマーケティング部で事務職を担当している。

　今日はマーケティング部と営業部の合同忘年会で、三十数名ほどが一堂に会していた。

　仕切りの襖を取り払って準備された宴会場には、テーブルが四つ、短辺をつなげて並べられている。美帆はその長い長いテーブルの一番端に座り、カンパリオレンジを口にしながらぼんやりしていた。

　忘年会だというのに、気分は底辺を這っている。すぐにでも帰りたいけれど、そうもいかず、鬱々としたままひたすら時間が過ぎるのを待っている。

　その原因は同じ室内にあった。

「しっかし、まさか原はら崎さきが山やま田ださんとつきあってるとはなぁ。全然気づかなかったわ～」

　酒が入った陽気な声が、テーブルの真ん中辺りから聞こえた。部内のムードメーカーである先輩社員だ。

（私もよ……全っ然、気がつかなかった）

　先輩の向かいには、一組のカップルが座っていた。とても仲睦まじそうに見える。

　女性は美帆の後輩である山田佐さ恵え子こ、可愛くて華やかで、男性社員からも人気がある。

　そして彼女に寄り添ってデレデレしているのが、原崎守まもる。美帆の同期であり彼氏だ──一週間前までは。

　原崎とは一年ほど前からつきあっていた。

　同期だけの忘年会で、たまたま話が合ったことがきっかけだった。

　交際は順調だったものの、ここ一、二ヶ月は会う回数がめっきり減っていた。「忙しいから」という言葉を信じてのほほんとしていたのだが、まさか二股をかけられていたなんて。

　先週の土曜日、原崎は「大学時代の友達と会う」と言っていた。だから美帆もまた大学時代の友人と久しぶりに食事の約束をした。

　気の置けない友達との会食はもちろん盛り上がる。美味しいご飯を食べ、楽しいお酒を飲み、弾んだ気持ちで帰路についた時、駅のホームで佐恵子と腕を組んで電車を待つ原崎にばったり出くわしたのだ。

　実は原崎と美帆がつきあっていることは職場では秘密だった。

『知られるとからかわれそうで恥ずかしいから』

　照れながらそう言われれば、内緒にせざるを得なくて。彼とのつきあいは、友人一人を除いて会社の人間に話したことはなかった。

　佐恵子と一緒にいる原崎を見た時、一瞬何が起こっているのか分からなかった。頭が混乱して二人に挨拶する余裕もない。

　原崎の気まずげな表情と、佐恵子のはにかんだ笑みが対照的で。

　刹那、美帆は悟った──二股をかけられていると。

　その場はやりすごして帰宅をして。メッセージアプリで事情を尋ねようとしたら、ブロックされていた。

　電話をしても出てもらえず、悶々としたまま週明けに出社した美帆を待っていたのは、同僚の弾んだ声だった。

『原崎くん、山田さんとつきあってるんだって！』

　それで美帆はすべてを理解した──あぁ、浮気相手は自分だったのだと。

　原崎が慌てて佐恵子とのことを職場に広めたのは、美帆に対する牽制。これに異議申し立てなどしようものなら、惨めな女と嘲笑の的になる。本人を問い詰めたところで、とりつく島もないのは想像にかたくない。

　これが原崎の答えなのだと、美帆は諦めることにした。

　吹っ切る決意をした四日後──今日の忘年会、原崎と佐恵子の交際は格好の酒の肴だ。しかもかなり新鮮な。事実、二人は周りからちやほやされていて、ハートマークを飛ばしているのだから、居心地が悪くて仕方がない。

「原崎くんと山田さん、美男美女でお似合いだね！」

「一年半もつきあってるんだってさ」

　陽気な声が聞こえてくるたび、心臓に針を刺されたように痛くなる。場が場なので何事もない顔をしているけれど、突然振られて平気なわけがない。

　とりあえず息を吸いたい。

　美帆はそっと立ち上がり、トイレに行く体で座敷を出た。

　小上がりから降りて出入り口に向かい、土間が切れたところに、檜でできた長椅子が二台置かれていたので、そこへ腰を下ろした。

「ふぅ……」

　四方から聞こえる喧噪が、今の美帆にとってはありがたい。

「……っていうか、向こうの方が先につきあってたとか、もう完全に最初から浮気相手ポジだったんじゃない」

　だから原崎は、なんとしても交際を秘密にしたかったのだ。

　なんて狡猾な男なのだろう──美帆は心の中で毒づいた。

　佐恵子とは一年半もつきあっていたようなので、彼女とつきあって半年過ぎた頃に、美帆に手を出してきたことになる。

「……っ、サイテー野郎」

　ぼそりと呟いたその時、隣の長椅子に誰かが座る気配がした。ふと見ると、一人の男性がうつむきながらため息をついていた。

　ひょっとしたら、美帆と同じように酒席から逃げ出してきたのだろうか。

（具合でも悪いのかな……）

　下を向いたまま微動だにしない彼がなんとなく気がかりで、美帆は思わず声をかけてしまった。

「あの……大丈夫ですか？　体調悪そうに見えますけど」

「え……？　あ、大丈夫です」

　体調が悪いわけではないので──弁明しながら顔を上げた彼を見て、美帆は目を見張った。

（わ……めちゃくちゃイケメン）

　男性は一言で言えば美形、さらにつけ加えるなら王子様だ。

　優しげな目元、整った隆鼻、絶妙な厚みのくちびる、手入れの行き届いた黒茶色の髪、男性的ではあるがすべてが『きれい』の一言に集約される人だ。

　原崎もイケメンの部類ではあるが、今目の前にいる彼に比べたら悲しいかな普通に見えてしまう。それくらい、ずば抜けた美貌を持っている男性だった。

「そうですか……ならいいんですが」

　あまりしつこく絡んでも申し訳ないので、そこで話を切り上げた。美帆はバッグからスマホを取り出し、メッセージアプリをチェックすることにする。

「……あなたは？」

　しばらくして、今度は彼の方から話しかけられた。

「はい？」

「具合、大丈夫ですか？」

　どことなく心配そうに声をかけてくれたので、美帆はクスリと笑う。

「あぁ……私は、ちょっと忘年会の空気に耐えられなくなって、抜けてきただけですから」

「実は僕もです。ちょっと疲れてしまって」

　彼は眉を下げて肩をすくめた。

（あ……もしかして）

「女性に囲まれてたから……とか？　違ってたらごめんなさい」

　隣に座っている彼の身体から、女性ものの香水の甘い匂いがたびたび香ってくる。だから飲みの席で女性にまとわりつかれていたのではないかと、勝手に推測していたのだ。

　おずおずとそれを伝えてみる。

「あー……まぁ、えぇ。そんなに臭いますか？」

　彼は気まずそうに自分の肩口や腕の匂いを嗅いだ。

　聞けば、彼も職場の忘年会に出席しているという。

　合コンならまだしも、会社のイベントで一人だけ女性に囲まれてちやほやされれば、周囲もいい気持ちはしないだろうし、彼だって居心地が悪いはずだ。本人が望んでいないのならなおさら嫌に違いない。

　そこまで容易に想像できてしまうほど、彼の美丈夫ぶりは凄まじかった。

　美帆は心の底から同情した。居たたまれなくなってここに避難してきたという点では自分も一緒だから。

「大変ですね……いろいろと」

「……あなたも」

　彼は薄く笑った。顔は怖いくらい整っているのに、物腰が柔らかいので警戒心を抱かせない雰囲気をまとっている。だからつい、自分の事情を話してしまった。

　恐るべしイケメンの癒やし効果。

　彼は美帆に同情して慰めてくれた。

　野島将紀と名乗った彼は、美帆の会社のすぐそばにあるＩＴ企業でエンジニアをしているという。年は三十歳、美帆より三歳年上だ。

　自己紹介から始まり、世間話をしていたらなんだか話が合って盛り上がってしまった。

「柴田さん、せっかくなので場所を変えて話しませんか？」

「いいですね！　私もお話ししたいです」

　この場で終わらせるには惜しいと考えていたのは、美帆だけではなかったようで、彼から二次会に誘われた。

　それから数十分後、お互いの忘年会を終えた二人は、あらかじめ決めていた待ち合わせ場所で落ち合うことになった。

「野島さん、ちゃんと抜けてこられたんですね。女の子に捕まらずに」

「捕まりそうになったけど、なんとか逃げてきたよ」

　将紀がははは、と笑う。

　二人は洋風居酒屋へ行き、改めて夕食を取った。お互い、忘年会ではほとんど食べ物をお腹に入れられなかったからだ。

　何品かを注文してシェアしながら、初対面とは思えないほど会話を弾ませた。ボトルワインを一緒に空ければ、ますます盛り上がった。

　話をしていく内に、二人とも演劇が好きなことが判明する。

　美帆は好きだった漫画作品の２．５次元ミュージカルをとっかかりに、有名劇団の作品や小劇団の短期公演まで、月に一、二回観に行くほど沼にはまり込んでいた。

　自分は演技はできないけれど、人が演じているのを観るのは大好きだ。演者が作り上げる世界観を共有させてもらって、ひとときの冒険を体験できる。それはとても贅沢で貴重な時間だと思う。

「へぇ……野島さんも演じる側だったんですねぇ。すごいなぁ」

　一方将紀は、高校大学時代、学生劇団に所属していた。観るのも好きだが、演じるのも好きだったらしい。

「すごくなんてないよ。でも、結構楽しくやらせてもらってたなぁ。懐かしい」

「どうして演じる方をやめてしまったんですか？」

　美帆が尋ねると、意外な言葉が返ってきた。

「僕は演じるのは大好きだけど、本業にするほどではなかったからね。矛盾してるかもしれないけど、目立つのも実はあまり好きじゃなくて。……それに、いろいろあってね」

　複雑そうな表情の将紀に、美帆はそれ以上聞かなかった。初対面なのだし、あまり深く突っ込んでもダメだろう。

　ここでどうリアクションすれば正解なのか分からず、考えた末、結局本音を漏らしてしまった。

「でも……野島さんが普通の人になってくれたから、今こうして楽しくお話できているんですよね……これ、私的には喜ぶべきかな？」

　ひとりごとのように呟くと、将紀がクスリと笑った。

「じゃあ僕は、柴田さんが彼氏と別れてくれたから、こうして過ごせてるんだね」

「そっか……じゃあ、振られてよかったのかな、私……」

　自虐半分で言ってみると、将紀が「お互い、過ぎたことは忘れよう」と言いながらワイングラスを掲げたので、改めて乾杯をして談笑を続けた。

　将紀はとんでもない美形なのに傲っておらず、物腰が柔らかくて穏やかな性格だ。

　美帆が話すのを優しい笑みで聞いてくれる。どんなにくだらない話でも興味津々な様子でうなずき、話を続けられるよう質問を投げてくる。だからついつい、いろいろと語ってしまった。

　一方で、美帆の知らなかったジャンルの話をしてくれたり、分からないことは丁寧に説明してくれたりする。それが決して押しつけがましくないのだから、話し上手だなぁと、美帆は感心していた。

　すっかり打ち解けた二人は、帰り際、駅の改札口前で連絡先を交換した。

「是非またお話ししたいですね」

　そう結んでこの日は別れたのだが。

　翌日、起きて酔いが覚めた美帆は、前日のことを思い出してドキドキした。昨日はほろ酔いだったためか、彼が美形という認識はしていたものの、割と物怖じせずに接していた。

　けれど冷静になって思い返してみれば、将紀はとんでもない美形だったなと、少し怖くなった。あれほどきれいな男性に出逢ったことなど、今までない。

　そこらの俳優にも負けていないような男性と連絡先を交換してしまうなんて、よくあんな大胆なことができたものだ。

　自分でも身のほど知らずだと思った。

　しかしもう会うこともないだろうと、美帆からはコンタクトを取ることもなく放置していたのに。

『もしよければ、今週の土曜日、劇団ナチュラルのクリスマス公演を一緒に観に行きませんか？　僕の後輩が主役を演やるんです』

　将紀から連絡が来たのは、二日後、月曜の夜だった。

　ちょうどチケットが二枚あるものの、誘う相手がいなくてどうしようかと思っていたと、彼からのメッセージ。

　少し前にテレビで出演女優が宣伝していた作品だった。その劇団は美帆の一番の推しだ。本当はクリスマス公演もすごく観たいと思っていた。けれど、早々にチケットが完売してしまったので悔しい思いをしていたのだ。だから将紀からの誘いはまさに渡りに船。

　本当に観たくて仕方がなかったのだと、美帆は劇団ナチュラルに対する愛を長文で送りつけて力説してしまった。呆れられていないだろうか。

『是非おともさせてください。楽しみです、すっごく！』

　美帆は純粋に、観劇を心待ちにしていた。

　

　

　週末、劇場の最寄り駅で待ち合わせをした。

「お待たせしました、野島さん」

「待ってないよ。ありがとう、来てくれて」

　将紀を目の当たりにして、美帆は目をぱちくりさせた。

（そういえばこの人、めっちゃイケメンだったわ……。ってかモデル？　どこから見てもモデルだよね？）

　その立ち姿が、どこかからライトを当てているのではと思うほどキラキラと煌めいているのだ。

　私服の将紀は、当然と言えば当然だが多くの人の目を惹く。

　スーツ姿もだが、カジュアルなスタイルも上品でスマートだ。

（正直……隣歩くの躊躇っちゃう）

　美帆の複雑な気持ちをよそに、将紀はにっこりと笑う。

「柴田さん、今日も可愛らしいね。その服もよく似合ってる」

　一人ならそれほど力など入れないが、他ひ人とと出かけるのだから、それなりに気を使ってきた。

　カジュアルではあるものの、お洒落にしてきたつもり。だからそこに言及してもらえたのは嬉しい。

「あ……ありがとうございます。褒め上手ですね、野島さん」

「本心だよ。……じゃあ行こうか」

　将紀が劇場の方面に向かって美帆を促した。

　舞台はとても面白かった。出演しているキャストの演技は素晴らしかったし、内容もよかった。

　きっと観ている間の美帆の瞳は、クリスマスのイルミネーションばりに輝いていただろう。それだけ楽しかったのだ。

　上演後に将紀と一緒に主演の俳優・河こう野のに挨拶をしにいった。感動したと伝えれば、彼は嬉しそうに笑った後、将紀を見て少し苦い表情を見せる。

「野島さんが俳優続けてたら、俺なんか足元にも及ばない存在になってましたよ」

　河野曰く、学生時代の将紀は『憑依系俳優』と言われていて、演じる役を自分の内面に深く迎え入れるタイプだったそうだ。怖いくらいに役柄そのものになる上に、その演技は、相手役をも彼の世界へと引き込む力があるという。

　共演し対峙した者もまたトリップしてしまうことから、さらに別名『ドラッグアクター』とも呼ばれていたようだ。

「俺も何度か野島さんと同じ舞台に立たせてもらったことがあるんですが、めちゃくちゃ引き込まれて、気持ちいい演技させてもらえたんですよ。あれは不思議な感覚だったなぁ。ドラッグ扱いされるのもうなずけますよ」

　河野が嬉しそうに言った。

　その演技力から大手事務所からもスカウトが来ていたほどだが、すべて断っていたらしい。

「みんな引き留めたんですけどね。ほんと、マジでやめたのもったいなかったなぁ」

　残念そうに呟く河野に、今度は将紀が苦笑いした。

「河野は会うたびにこの話をするんだよ。もう何年も前なのに」

　三分ほど話をしたところで切り上げ、美帆たちは劇場を後にした。

　桜浜市内のレストランでクリスマスディナーを取りながら、公演の感想で盛り上がる。

　美帆は「音楽がまずよかったです」「ジェニファーが教会でクリスマスキャロルを歌うシーンは、壮大でうっとりしちゃいました」「舞台装置も凝っていてよかったなぁ」などと、ひたすら褒めちぎった。

　もちろん「野島さんがよかったところもたくさん聞かせてください」と、話を振るのも忘れない。

「僕はつい、演者目線で観そうになるから、軌道修正するのが大変なんだ」

　将紀が苦笑しながらワインを口にする。

「演者目線、って？」

「たとえば、それぞれのシーンでの視線の動かし方とか足元の捌き方とかね。僕ならどうするだろう……って考えるんだ。でも結局、演じる時は入り込んじゃってるから、実はその場になってみないと分からない。監督の指示どおりに動かないこともたびたびあってね。だから僕は、プロの役者には向いてないんだよ。河野が買いかぶり過ぎてるだけ」

　役者に未練がありそうな台詞だけれど、彼を見ているとそうでもなさそうだ。ははは、と明るく笑って「そういえば、あのシーンだけど──」と、観客目線に戻っていた。　

　ひとしきり語り合った後、美帆がおずおずと告げる。

「こんなこと言ったら気を悪くするかもですが……野島さんが演じてるところ、一度は観てみたかったです」

　今回の主役を好演した河野が手放しで褒めていたのだ。興味が出ないはずがない。どんな演じ方をするのだろうと想像してしまう。

　そう伝えると、将紀は「機会があればいつか見せるよ」と意味ありげに笑った。

　　

「少し歩かない？」

　将紀に誘われて、駅前の遊歩道を歩く。酔いを冷ますのにちょうどいい。

「ちょっと寒かったかな……大丈夫？　柴田さん」

「割と厚着なんで平気ですよ。気を使ってくれてありがとうございます」

（野島さん、ほんといい人だなぁ……）

　つい先日失恋したばかりだし、会うのは今日で二度目だけれど、こんな素敵な人、好きにならないはずがないと美帆は実感する。

　しかも話も趣味もここまで合う人は初めてなのだ。女友達とでさえ、趣味の話であんなに盛り上がったことなんてない。

　でも将紀みたいな男ひ性とに彼女がいないわけがない。仮にいなくても女性には不自由しないだろうから。

（私なんてきっと、候補にも挙がらないよねぇ……）

　将紀に気づかれないよう美帆は自嘲するが、すぐにしゃん、と背筋を伸ばす。

　いじけたりなんかしないし、身のほど知らずなポジションを狙ったりもしない。

　ただ、やっと出逢えた『とても気の合う観劇友達』を逃したくはないだけ。それくらいなら望んでも罰は当たらないはずだ。

（……野島さんも、そう思ってくれてたらいいなぁ）

　美帆はその気持ちを心の中で温めながら、将紀の横を歩いていた。

　遊歩道から駅へ入りコンコースに出た時、将紀が立ち止まる。

「今日……すごく楽しかった。公演自体もだけど、柴田さんと一緒にいられたのが本当に楽しくて、時を忘れたよ」

「あ……私も、野島さんと一緒に観劇できて、本当に楽しかったです。わ──」

「柴田さん、もしよかったら僕とつきあってほしい」

　──私と観劇友達になってくれませんか？　そう言おうと思ったのに、言えなかった。将紀の台詞ですべてが飛ぶ。

「えぇ!?」

　突然の告白に、酔いが一気に覚めた。

　居酒屋で隣に座ったあの時から好意を抱いてくれていたと聞き、心がじんわり温かくなる。

「思いやりがあって、明るくて、趣味が合って、可愛くて……こんな子とつきあえたらいいな、って、初めて会った日に思ったんだ」

（あの日から？　そんな風に思ってくれてたの？）

「あ……私も……野島さんのこと、いい人だな、って思ってました。こんな私でよければ……つきあって、ください」

　甘い声で褒めそやされ、嬉しすぎてＯＫする声が上擦ってしまった。

　思いがけない展開に舞い上がってしまい、あたふたとしていると、将紀が柔らかく笑う。

「可愛いね。……美帆って呼んでいい？」

「じゃあ……私は将紀さん、って呼びますね」

「将紀でいいよ。僕が年上だからって、敬語で話さなくてもいいから」

　芸術品のようにきれいな顔から間近で見つめられ、ボッと頬が熱くなる。

　好きだという感情を自分の中ではっきりさせた途端、胸の中にぶわわっと将紀に対する欲が湧いてきた。

「……将紀」

「うん？」

「……もっと一緒にいたい」

　気持ちが昂ぶり、思わず口走ってしまった。こんなことを言うなんて、はしたないと分かっている。けれど、どうしても離れがたいと思う気持ちが手放せなくて。

「……僕もだよ」

「……っ」

　将紀の瞳がとろりとした色気を湛えて美帆を見つめた。心臓がきゅっとしめつけられた。

「……僕の部屋に来る？」

　熱のこもった手で手を取られ、頬が火照る。

　こくん、とうなずくと、将紀の手に力が増した気がした。

　

　

（どうしてこうなった……）

　湯上がりの身体に着慣れないメンズパジャマ姿で、ベッドの縁に座っているのはどうやら現実のようだ。

　火照った頬を両手で押さえ、震える息を吐き出す。

　将紀が用意してくれた熱いお風呂にゆっくりと浸かれば、酔いも完全に覚めて、素面の自分が顔を見せる。

『ここがリビングで、あそこが寝室。……好きな方で待ってて』

　美帆の耳元で囁いた後、入れ替わるように浴室へ向かった将紀は、それはそれは色っぽくて。うっとりとしている間に、何故か寝室にいた。

「私から誘っちゃったんだよねぇ……」

　告白されて完全に舞い上がっていたのだ。

　あの後すぐに駅で別れてしまえば、次の日には「あれは夢だった」なんてことになるのではと、つい、あんな風に誘ってしまった。

　軽い女だと思われただろうか。

　美帆は決して、誰彼かまわず誘うようなタイプではない。今までつきあった彼氏は二人。原崎と、学生時代の同級生だ。経験自体もその二人とだけだし、一夜限りの情事なんてありえないと思っている。

　今日から将紀とつきあうことになったが、彼一筋でいられる自信もある。

　だから尻軽だと誤解されるのが怖かった。

「こっちにいたんだ。リビングにいないから、ちょっと驚いた」

　ガチャリとドアが開き、長袖Ｔシャツとロングパンツ姿の将紀が入ってくる。美帆がベッドに座っているのを見て、一瞬目を見張った後、ふっと笑った。

「え、あ……はい、うん」

「……緊張してる？」

　将紀が美帆の隣にそっと腰を下ろした。優しい眼差しで上から見つめられ、頬が余計に熱くなる。

「だって……つきあい始めた日にこんな風になるの、初めてだから」

　言い訳のように聞こえるかしらと、不安げに見上げれば、頭を撫でられた。

「誰も美帆が男を誘い慣れてるなんて思わないから安心して」

「……ほんとに？　信じてくれる？」

「いやだって、そんなにガチガチに緊張してるの見たら……ねぇ」

　こんな美形と睦み合うことになるなんて、身構えるなという方が無理だ。

　がっかりされたくないという気持ちもあった。

「将紀さ……、将紀、は、本当に私でいいの？」

「なんだ、そんなことを心配してたの？　……まだ会って二回目だけど、僕は美帆のことを大切にしたいし、末永くつきあっていけたらな、と思ってるよ。……美帆は？　僕に抱かれてもいい？　不安なら今日はこのまま寝ようか？　それくらいの忍耐力は持ち合わせてるつもりだよ。これから時間はたっぷりあるんだから」

　優しい手は相変わらず頭を撫でている。

　無理矢理押し倒すとか、なし崩しにセックスに持ち込むとか、そういう雰囲気を一切匂わせず、美帆に選択権を与えてくれているのが分かる。

　そんな将紀がとても愛おしくて、美帆は一切の迷いを捨てた。

「私……将紀としたい……クリスマスだし」

　二人の初夜にクリスマスが関係あるかどうかはともかくとして、本音で伝えると、将紀は薄く笑ってうなずいた。

「……いいんだね？　美帆がそう言うなら遠慮はしない。でも、できるだけ優しくするから」

「うん……お願いします」

　将紀が顔を近づけると同時に、美帆は目を閉じた。

　ふにゅ、と、マシュマロのように柔らかな感触がくちびるに当たる。幾度か啄まれたところで少しだけ口を開くと、ぬるん、と熱い塊がくちびるを割って入ってきた。

「ん……っ」

　導かれるまま粘膜同士を絡ませ、唾液を分け合う。

　将紀のキスは将紀そのものだ。優しくて、温かくて、色気に満ちている。

　その心地よさにうっとりと酔っている間に、ベッドにそっと倒された。

「──キスが上手だね、美帆」

「っ、そ、かな……？」

「僕の方が翻弄されそうだ」

　ちゅ、ちゅ、と、何度もくちづけられ都度応えていると、将紀が目尻を下げて笑みながら、美帆のパジャマに手をかけてきた。

　ブルーグレーのパジャマの前ボタンを、一つ一つ外され、肌が露わになっていく。すべてを解放した瞬間、前身頃が美帆の肢体を滑り落ちていった。

　薄いピンクのブラジャーが包んでいるのは、Ｃカップの胸だ。小さくもなければ、特別大きいというわけでもない。

「きれいな胸……すごく、好きだな」

　ぷつりと背中のホックを外されて、緩んだカップをたくし上げられた。ふるんと揺れるふくらみを見つめる将紀の瞳は甘く溶けている。

　鴇色の先端を指の腹でくるくるとなぞられると、ひくん、と身体が震えた。

「……っ」

「あぁ……可愛らしい乳首だ。食べちゃいたいなぁ」

　愛おしそうに乳嘴を弄ぶ将紀は、どこか小悪魔的で艶めかしい。それでいて誠実の塊みたいな雰囲気も崩さないのだから不思議だ。そんな独特な魅力に惹き寄せられて、図らずも口走ってしまう。

「た、べていいよ……」

「いいの？　……じゃあ、遠慮なく」

　わずかに目を見張った後、吐息混じりの声で呟き、将紀は美帆の胸の天辺をじゅ、っと吸った。

「あっ、んっ」

　くちびるでやわやわと揉みながら、腔内では将紀の舌が小さな突起を嬲っている。それが気持ちよくて、首筋がぞわりとした。

　粘着質な音を立てながら吸われ続けた乳嘴は、色味を増して果実のように瑞々しくなっていった。

　その間に将紀は美帆のズボンも脱がせた上、ブラジャーとともにベッドの下へ追いやっていた。

　ショーツ一枚になった美帆は、恥ずかしさを覚える暇いとまも与えられないまま、将紀の愛撫に溺れつつある。

「ゃ……っ、も、そこばっか、舐めないでぇ……、あぁっ」

　胸を繰り返し舐められて思わず将紀を責めてしまうが、途端、今度は腰周りを撫でられ、敏感に反応してしまった。

「美帆の身体はどこをとってもすべすべだね。触っている僕が気持ちよくなってしまうから困るよ」

「喘ぎ声まで可愛いんだから、ほんともう……困っちゃうな」

　合間合間にこんな風に褒めそやされれば、どうしたって身体もその気になってしまうし、気持ちよさも増してしまう。

　まだ肝心なところには触れられてもいないのに、もう一通りのことをされてしまったかのように身体は熱くなっていた。

「もっと気持ちよくなろうね」

　将紀は指先でショーツの縁を持ち上げると、そのままスッと脚を通過し、スマートに剥ぎ取った。

　真裸になった美帆の身体はますます上気する。

「ま、将紀も……」

　一人だけ裸という状況は、羞恥心をかなり刺激する。思わず美帆は手を伸ばし、将紀のルームウェアを握った。

「ん？　あぁ、脱ごうか」

　美帆のされるがまま、将紀は上のシャツを脱ぐ。しなやかな筋肉に包まれた上半身が現れる。

「わ、きれい……」

　図らずも本音が口を衝いて出てしまった。気づいてすぐにあわわわとなってしまったものの、将紀はクスリと笑って「ありがとう」と返してくれた。

「美帆の身体の方がきれいだよ。きれいでいやらしいから……僕もほら、もうこんなだ」

　下着一枚になった将紀のそこはすでに兆していて、はち切れんばかりに布地を押し上げていた。

「……っ」

　美帆ははしたなくも、ごくりと喉を鳴らしてしまった。

「美帆だって……」

　言いながら、将紀は美帆の下腹部に目線を送る。指が和毛を掻き分け、襞奥に沈んだ。

「あんっ」

　将紀の指が濡れた音を鳴らすのと、美帆が悩ましい声を上げたのは同時だった。

「……ほら、もう濡れてる」

　指はぬるぬると前後に動き、そこがもう潤んでいるのを示していた。将紀が二本の指で両襞をぱっくりと開くと、秘裂がぬめった光を放つ。

　ぬかるみをゆっくりと掻き回した後、将紀は美帆の両膝を立て、左右に開いた。

「ぁ……っ」

　恥ずかしさでいっぱいになるが、見てほしいという気持ちもあった。

　とろりと愛液が襞を伝って落ちる。

「美帆はきれいなだけじゃなく、感じやすい子なんだ。可愛いなぁ」

　暴かれた秘部をじっと見つめて、将紀がとろけた笑顔を見せた。

　たっぷりと蓄えられた蜜を撹拌すれば、美帆は身体をひくんと震わせる。

「あっ、あっ、ゃ……きもちぃ……っ」

「これが気持ちいいの？」

　ぐちゅぐちゅと膣口を優しく撫で回されて、そこが溶け落ちてしまいそうなほどの快感に襲われる。

「んっ、いいの……っ、それ……っ」

　美帆の反応を見て、将紀が愛撫の手を少し速める。一定のリズムを崩さずに、愛液を媚肉に塗まぶしていく。

　時折花芯を掠めるのも忘れない。都度愉悦が積まれていき、美帆の身体を快楽へと落としにかかる。

　男ひ性との指が、こんなに気持ちがいいなんて知らなかった。

「あぁ……あぁっ、んっ、だ、め……っ、いい……っ」

「可愛い、美帆。……もっともっと、よくしてあげたい」

　あふれ出る蜜液を少しでも落とすまいと、将紀は指で掬い上げて美帆の秘裂に塗り込める。まだ包皮の奥で慎ましやかにしている花芯の上にも揉み込んで、そこを二本指で挟んで扱いた。

「あぁんっ、やだ、やだぁ……っ、もぅ、いっちゃ……っ」

「そっか、これも好きか。……遠慮なくイッていいからね」

　将紀は蜜まみれの指で包皮を小刻みに擦った。強すぎず、弱すぎず、絶妙な加減が、美帆の肉体を頂まで追い上げる。

　陰核から生まれた快感が四肢の先まで行き渡り、身体をうねらせ、脳髄を痺れさせた。

　もう見えている。あと少しでも触れられたらもう……。

　ひゅ……と、息を吸った刹那、将紀が最上へ背中を押した。

　数瞬だけ、息が止まった。

「──あっ、あっ、あぁ────っ!!　や、いく……、い……っ!!」

　秘裂がびくんびくんと痙攣し、美帆の腰が跳ねた。

　頭が真っ白になって、全身の力が抜ける。

　静寂を取り戻しつつある身体の中で、唯一、膣口だけが、未だ心臓の鼓動のようにひくひくと蠕動していた。

　将紀はその間もゆるゆると指の動きを続けていて、美帆が少し落ち着いた頃、愛撫を再開した。

「ぇ……将紀……？」

「もう少し、可愛がっていい？」

　悪魔のように美しい笑みを残し、将紀は視界から消えた。

「え、ちょ……」

　まだ何をするのかと疑問に思う間もなく、彼は美帆の両脚を掴み、その奥に顔を埋めた。

「っ、きゃあ！」

　濡れそぼったそこを、将紀の舌が舐め上げたのだ。どくん、と、秘裂が反応した。

　ぴちゃぴちゃと大きな音を立て、厚い舌はぬかるみを浚さらうように蜜を掬っていく。

「んんっ、だ、めぇ……っ」

　思わず将紀の頭を押さえてしまうけれど、力の抜けた美帆の手はなんの抑止力も持たない。

　彼は襞を割り裂くように舌を差し込んでは上下に移動する。まるで愛液の中を泳いでいるように。

　時折花芯に辿り着くと、ちゅう、とそこに吸いつく。

「あぁ！　それ……っ」

　あまりの快感に、目の前がチカチカした。

　何度か往復した後、将紀は指で包皮を剥き出し、生身の陰核に舌を差し出した。

「はぅ！　……っ、あぁ……」

　甚振るように舐られて、花芯はだんだんと赤みを増し、爛熟していく。新しい蜜が湧くと、将紀はそれを巻き込んで愛撫を注いできた。

「──美帆のここ、可愛いよ。ピンクの真珠みたいだ」

「あぁん！　だめ、喋っちゃ、だめ……っ」

　くちびるをつけられたまま囁かれて、甘い悲鳴を上げてしまう。ガクガクと全身が震え、もう耐えられそうになかった。

「やぁ……っ、ま、さき……また、いっちゃ……っ」

「ん……いいよ。いっぱいイッていいからね」

　将紀が陰核をくちびるで挟み、舌で拉ぐ。潰すように捏ねられ、擦られ、快感が畳みかけてきた。

「っ、ぅん……っ、あぁっ、い、くぅ……!!」

　二度目の絶頂が全身を駆け抜けた。肢体が弾けたように跳ね上がった。蜜口はずくずくと疼いて止まらない。

　はぁはぁと乱れた息を漏らすくちびるに、将紀がくちづけた。

「たくさん感じてくれてありがとう。あともう少し、僕につきあってくれる？」

　優しく問われ、美帆はゆっくりとうなずいた。

　将紀はベッドの縁に腰を下ろすと、下着を脱いだ。

　靄がかかったままの美帆の視界に、彼の屹立が映る。

「……っ」

　将紀は色黒ではない。どちらかと言えば白い方で、たとえるなら童話に登場する王子様のような容姿だ。細身で爽やかで誠実そうで、清廉な人柄が見た目にも表れている。

　けれど今、美帆の目に映っているそれは、とても彼の一部とは思えないほど卑猥でどぎつかった。

　赤黒くて硬そうで、思いのほか亀頭が張り出していて……そして大きくて。スマートとは縁遠い器官だと思った。

　それが将紀の腹部につかんばかりに勃ち上がり、存在を主張していて。あまりのギャップに、目が離せないでいた。

　だから、将紀が屹立に避妊具をまとわせている場面も、余さず捉えてしまった。

「──そんなに見つめられると、なかなか恥ずかしいよ、美帆」

　彼にそう言われるまで気づかなかったのだから、よほど見入っていたようだ。

　途端、羞恥心に見舞われ、顔がボッと赤くなる。

「ご、ごめんなさい……」

「謝らなくてもいいよ。……期待してくれてるんだよね？」

「え？　……う、うん……ちょっと……」

　本当はちょっとどころじゃない。でもそんな物ほしそうなこと言えない。

「あは、期待に応えられるよう頑張るよ」

　将紀の裸身は、凄まじい色香を放っている。あまりのフェロモンに、美帆の全身がぶわりと総毛立つ。

　穏やかなオーラはそのままに、滴るようなエロスをまとう姿は、眩しすぎて直視できないほどだ。

（なんかもう……見てるだけでイッちゃいそう……）

　美帆は頬を真っ赤に染めながら、口元を手で覆う。

「──美帆、いい？」

「あ……うん、どうぞ！」

　どうぞって何よ──なんて、心の中で突っ込むと、将紀がふ、と笑う。

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　美帆の脚の下に自分の膝を押し込み、腰を高く掲げさせると、将紀は濡れそぼった秘裂に漲りを押し当てた。

「んんっ」

　数分前の絶頂の名残か、美帆はすぐに甘い反応を見せる。

　将紀の硬く崛起した雄芯が両襞にちゅぷ……と埋まっていく。幾度か往復すると、潤いをおびたそれは膣口を捉え、ゆっくりと隘路へ沈んでいった。

　肉がめいっぱい広げられる感触が、少しだけ苦しい。

「はぁ……」

「あぁ……美帆の中、きついなぁ。……でも、すごく気持ちよくて、酔ってしまいそうだ」

　将紀がクラクラと頭を揺らす。

「わ、たしも……きつい……」

「落ち着くまで少し待っていようか？　……あまり待たされるのは困るけど」

　眉尻を下げた将紀が可愛く見える。いやらしいのに可愛いしかっこいいってどういうことなんだろうと、美帆は頭の片隅で自問する。

「ううん、大丈夫。動いて？」

「っ、まったく……そんな可愛いおねだりの仕方、どこで覚えたの？」

　腰を揺らして続きを促す美帆に、将紀が小首を傾げて問いかける。

「そ、んなの、知らない……っ、あぁっ」

　前置きも何もなく、彼が腰を引き、そして突き入れた。

「美帆が誘ってくるから、我慢できなくて。……ごめんね」

　口では謝っているものの、腰はぐいぐいと美帆の膣口を抉ってくる。脚を大きく広げられながら押しつけられると、将紀の腰骨が内腿に当たるので、余計に密着しているという感覚が湧いてきて、少し恥ずかしかった。

　ぐぐっと深く押し込まれると、楔の切っ先が子宮口を押し上げてくるのが分かる。そのたびに膣な内かがきゅうきゅうと雄を食いしめる。

「──美帆の中、僕のにしっかり絡みついてきて離してくれない。そんなにほしがってくれてるのかな、って嬉しくなるよ」

　狭隘な膣壁を確かめるようにゆっくりと行き来する肉塊が、じわじわと快感を生んで美帆の中に注ぎ込んでくる。新たな愛液がじゅわと滲んで、抽挿を滑らかにした。

「あ……っ、ま、さきぃ……っ、も、っと……」

「もっと？　もっと何？」

　もの足りなくて、もどかしくて、将紀の腕を掴んで揺さぶると、彼は美帆の身体の上に優しく倒れ込んだ。裸の胸が擦れて、さっきまで可愛がられていた乳嘴がじゅくじゅく疼いてしまう。

　ゆるゆると腰を揺らしながら、将紀がどうしたいのかと耳元に甘い声を吹き込んでくる。耳孔に直接囁きかけられ、ゾクゾクと背筋に痺れが走った。

「……っ」

「ん？　言ってごらん？」

　美帆にせがませたいのが分かって、ちょっとだけ悔しい。彼の声音にやけに余裕が感じられるのもまた悔しい。

「んっ、もぅ……っ、もっと、強く突いてぇ……っ」

「あぁもう、ほんと可愛いなぁ。これ以上意地悪したら泣いちゃうかな？　それは嫌だから、お望みどおり強くするよ。……嫌だと言っても止めないから」

　にっこりと笑った次の瞬間、将紀は起き上がり、美帆のふくらはぎを掴む。同時に、強い律動が始まった。

「あんっ、あっ、あっんっ」

　狂おしいほどの快感が美帆の体内を疾駆する。瞬く間に頂点へ昇り詰めた身体を、将紀は離してくれない。

　美帆が熱杭を銜え込んだまま絶頂を迎えてもなお、強く深く、穿ち続ける。

「いやぁっ、ゃ、だめ……っ、も、い、った……っ。ひ……っ」

　すすり泣くような喘ぎ声を漏らしながら、美帆は頭の下に置かれた枕をぎゅっと握り込んだ。そうしていないと、おかしくなりそうだった。

　膣壁の感じる部分を幾度も擦りながら、時折深く突き刺しては子宮口を押し潰すように突いてくる。苦しくなるほどの壮絶な愉悦に、美帆は息さえ上手くできない。

　はくはくと口を動かすと、将紀がくちづけてきた。舌を差し入れ、呼吸を促してくる。

「んっ、ん……っん」

　激しい律動でふるふると揺れる乳房を、キスを終えた将紀の両の手が揉みしだく。柔らかな肉が、彼の筋張った手の平に蹂躙されていくのを胸で感じ、心も身体も疼いてしまう。

　こんなにも快感に躍らされもみくちゃにされるセックスは、生まれて初めてだ。

「はぁっ、ぅ……も、だ、め……っ、へん、に、なっちゃ……っ」

「あぁ……気持ちいい。すごくいいよ、美帆。……君も気持ちよくなってくれたら、嬉しい」

「あぁんっ、わ、たしも……きもちぃ……っ」

　胎内の肉塊が少し質量を増した気がした。同時に、律動が速くなった。

　胸を弄んでいた彼の手はいつの間にか美帆の下腹部へと移動していて、剥き出された陰核を指先でぐりぐりと擦り潰してくる。

「ひんっ……あ、ゃ、また、きちゃ……っ!!」

　美帆の肢体が弓なりにしなった。

「んっ、僕もそろそろ……っ」

　刹那、美帆の隘路が将紀の雄肉を引き絞った。彼女の意思など関係なしに、きゅうっと媚壁が痙攣をしてズクンズクンと戦慄く。

　膣内で起こったうねりに、将紀は小さく眉をひそめ、それから強く腰を突き出した。

「っ、く……っ」

　精を搾り出すように数度蜜口を打ちつけると、大きく息を吐き出し、美帆の裸体の上に倒れ込んだ。

　どっどっどっと、将紀の心臓の鼓動が強く伝わってきて、なんだか美帆までドキドキした。

「ま、さき……」

　わずかに汗ばんだ背中に手を回すと、未だ美帆の中に留まっている屹立がビクビクと蠕動した。

「美帆……すごくすごくよかったよ。ずっとこのまま君の中に入っていたい」

　将紀がぎゅっと抱きしめてきて、美帆の耳元にキスをしてくる。

「んっ、ま、さき……っ、そこだめ……っ」

　ただでさえ怒濤のような快感に身体が翻弄されて敏感になっているのに、耳にキスなんかされたら──

「可愛い。……美帆はほんと感じやすいね。好きだよ」

「ん……私も……好き……すっごく気持ちよかったの」

　この体勢のまま、しばらく余韻に浸っていると、将紀がぼそりと呟いた。

「──この後、一緒にお風呂に入りたい。……だめ？」

「え？　あー……うん……」

　好きな男ひ性とに可愛らしくお願いされて、断れるはずなどない。

　二人はお風呂の中でも存分に親睦を深め、濃厚な夜を過ごしたのだった。






第二章　カミングアウト








　美帆の仕事はマーケティング部の庶務だ。部員と総務部門との橋渡し役だったり、部課長の簡易秘書のようなこともする。

　今も部長から頼まれて、製菓業界のセミナーで貰った名刺の整理をしている。名刺管理アプリで一つ一つスキャンしてデータを取り込み、名刺の裏に部長がメモ書きしておいた内容をアプリの備考欄に写していった。

　いつもなら「何故自分でやらないのか」と心で突っ込んでいるところだが、近頃の美帆は非常に機嫌がいいので、むしろ「任せて！」くらいの気持ちでやっている。

「えらい機嫌いいね、美帆」

　同期の佐さ藤とう万ま里り子こが後ろから声をかけてきた。彼女はマーケティング部で市場調査をするのが仕事だ。会議を終えて戻ってきたところらしい。

「えー、そう見える？」

「原崎のことがあってから心配してたけど、やっぱり彼氏ができると違うね」

「ありがと」

　原崎の二股が発覚してから、二人の関係を知っていた万里子は一緒になって怒ってくれていた。

　その後、将紀とつきあい始めたことを報告した時は「彼氏できたお祝いしよ！」と、飲みに連れていってくれたのだ。

　そんな万里子は既婚者で、夫は設計事務所に勤める一級建築士らしい。

　万里子が自席へ戻った後、美帆は手早く整理を終わらせた。廊下にある自販機でミルクティを買い、ひと息つく。

　美帆の機嫌がいい理由は、万里子の指摘どおり、もちろん将紀だ。

　彼とのおつきあいは怖いくらいに順調に進んでいる。波長が合うのか、一緒にいてときめくものの、どこかホッとして癒やされた。

　穏やかで優しい彼は美帆を大切にしてくれたし、美帆もまた将紀に誠実であろうと心がけた。

　身体の相性もとてもよかった。

　原崎とつきあっている時は、いつも向こうの都合だけで抱かれていた。美帆がその気になろうがなるまいが関係なく迫られて、拒否すれば機嫌が悪くなり、半日ほど口を聞いてもらえなかったこともある。

　今となっては、何故あんな男とつきあっていたのだろうかと、不思議でならない。

　将紀はとにかく優しくて。セックスも、美帆が疲れていそうな時は決してそういう雰囲気を作らない。寝る時もただ抱きしめてくれる。

　逆に美帆が情欲の片鱗を見せた時は、大胆になってくれる。

　とにかく、空気の読み方が上手いのだ。

　だから美帆も思いのほか積極的になれた。

　どうしてこんな完璧な男ひ性とが自分を選んでくれたのかと、時々疑問に思うこともあった。でもいつも「可愛い」や「好きだよ」と、愛情を浴びせてくれたので、美帆も素直に応えている。

『将紀と一緒にいると、ほんとに幸せ』

『僕も幸せだよ』

　心の底からの言葉で伝えると、将紀も照れくさそうに笑ってくれた。

　一緒に外を歩いていれば、当然のように将紀は女性たちの視線を集める。そんな時も、よそ見をせずに美帆だけを見てくれる。

　公私ともに充実した日々を送り、二ヶ月が経った頃、演劇を観に行くために劇場までの通りを二人で歩いていると、町中でばったり原崎と出くわした。

「あ……」

　原崎は佐恵子と一緒だった。相変わらず仲良くやっているようだ。

「み、柴田……？」

　将紀と手をつないでいる美帆を見て、原崎が訝しげに目を細めた。隣にいる佐恵子は将紀を凝視している。明らかに頬を染めているのは気のせいではないと思う。

「こんにちは」

　きわめてニュートラルな口調で挨拶をすると、原崎が雑に首を動かした。

「美帆、知り合い？」

　将紀がふうわりと優しい笑みで美帆の顔を覗き込んできた。間近で見つめられてドキリとする。

「あ、うん。……会社の同僚」

　すっかり忘れていたとはいえ、元カレだ。少しだけ気まずい思いが言葉に出てしまった。でも将紀は気にも留めていないようで、美帆の腰に腕を回して引き寄せ、原崎たちにきれいな笑みを向けた。

「あぁそうですか。美帆がいつもお世話になっております。これからも僕の大切な女ひ性とをよろしくお願いしますね」

　金粉をまとっているのかと錯覚してしまうほどキラキラをまき散らした笑顔は、原崎を圧倒し佐恵子をポーッとさせているようだ。

　二人とも口をポカンと開いたままでいる。美帆は将紀のシャツをつまんで引っ張った。

「将紀、もう行こ」

「そうだね。開場時間になってしまう」

　顔を見合わせて微笑み合い、手をつなぐ。美帆は目の前の二人にぺこりと頭を下げる。

「それじゃ、失礼します。原崎くん、山田さん」

　美帆はすっきりとした表情で歩み始めた。数十メートル歩いたところで歩速を緩めると、将紀の顔を見て笑う。

「ありがとう、将紀」

「前に言ってた、元カレと本命彼女？」

　初めて出逢った居酒屋で原崎との経緯を話したので、将紀は覚えていてくれたのだろう。

「うん……。あの様子を見ると、おつきあいは順調みたいね」

　あれから二ヶ月経っているが、佐恵子と別れたという噂も聞かなかったし、今見た印象でも仲はよさそうだった。

　自分は本当にただの浮気相手だったんだなぁ……と、心の中でこっそり自嘲する。

「彼らのお陰で僕たちは出逢えたんだ。感謝しなくちゃ」

　将紀がおどけて肩をすくめるので、言われてみればそうだと美帆は目を見開く。

「ほんとにね。あと、将紀が私のことを大切な女性って言ってくれたから、あの人たちポカーンとしてた。ちょっとだけすっきりしちゃった」

「僕は本当のことを言っただけだよ」

　美帆が悪戯っぽく笑うと、将紀がつないだ手にきゅっと力を込めてきた。そこから包み込むようなぬくもりが伝わってきて、心がほかほかする。

（幸せ……）

　このまま、将紀とずっと一緒にいたいとしみじみ思う。

　二人、平穏な人生を送れたら……

　彼の隣を歩きながら、美帆はそんなことを考えていた。

　

　　

　将紀の様子がおかしいと感じたのは、それから二週間が過ぎた週末だった。

　優しいのはまったく変わらない。相変わらず話も合うし、一緒にいて楽しい。

　ただ、セックスの時に……少し、ぎこちなくなった気がした。所作の一つ一つに時折ためらいが見えるようになったのだ。

　もちろん、美帆には理由がまったく分からなかった。

　何か重い病気にでもかかっているのだろうかとも思ったけれど、どうもそういう雰囲気ではない。

（もしかして、飽きられちゃった……？）

　小さな不安が美帆の心に滲み出す。

　将紀は原崎とは違う──分かってはいるけれど、どうしても最悪な事態を考えずにいられない。

　普段の変わらない優しさが、余計に不安を煽ってくる。

（今度会った時……聞いてみようかな）

　きっと「気のせいだよ」と言って抱きしめてくれるはず。

　あんなに誠実な将紀が、美帆を裏切るなんてありえない。

　大雨の前に吹く風のように、不安とか期待とか、複雑に交じり合った不穏な感情にじわじわと心を煽られながら迎えたその日──

　つきあい始めてからずっと、週末はお互いの部屋で夜一緒に過ごすことが定番になっていた。今週は将紀のマンションで、彼が手料理を振る舞ってくれた。

「ごちそうさまでした。美味しかったぁ。将紀、お料理上手だね」

「よかった、美帆の口に合って」

　将紀が作ってくれたのは、チャーハンと麻婆豆腐、春雨サラダ。デザートには市販の杏仁豆腐を出してくれた。

　それをきれいにたいらげて、美帆は手を合わせる。

　勧められるままお風呂に入り、クローゼットに置いてあった自分のルームウェアを着てリビングに戻ると、ソファに座った将紀がピルスナーに入ったビールを半分ほど呷っていた。

「将紀、そういう飲み方するの珍しいね。どうしたの？」

　いつもならゆったりとしたペースを保って楽しみながら飲んでいるのに、一気に飲み干すような進み方は初めて見た。

「うん……実は、美帆に話があるんだ」

「っ！」

（き、来た……）

　身体がビクリと反応した。

　自分が切り出すよりも先に将紀が動いてくれたのは嬉しいけれど……一体どんな話をされるのかと、心臓が忙しなく動く。

「な、何……？」

　隣に腰を下ろすと、美帆はおずおずと将紀の顔を見上げた。

　どっどっどっ──鼓動が彼にも聞こえそうで恥ずかしい。

「美帆、僕は、今まで君に秘密にしていたことがあるんだ」

「秘密……？」

（ってことは、別れ話ではない？　いやでも、実は浮気を……なんてことも……いやいや、将紀に限ってそれはない！）

　頭の中でぐちゃぐちゃとあれやこれやを捏ねくりまわしながら、将紀の次の言葉を待っていると、彼はごくりと生唾を飲み込み、美帆の手を握った。

「──僕には、少し変わった性癖があるというか……」

「性癖？」

「ちょっと変わったセックスが好きというか……」

「……」

　予想もしていなかった内容に、美帆はぽかんと口を開いたまま固まった。

　何も言わない美帆に、将紀が眉尻を下げる。

「……後にした方がいい？」

「っ、ううん！　今話して。大丈夫だから」

　茫然としている美帆を心配してくれているのだろう。将紀が今は控えようかと言い出す。慌てて続きを促せば、彼は居住まいを正した後、深呼吸をして口を開いた。

「──僕は、シチュエーションプレイが好きなんだ」

「はい？　シ、チュ……え？」

　何を言われているのか分からず、首を左右に傾げてしまう。

「僕が学生時代、劇団で俳優をしていたことは知ってるよね？　僕は憑依系俳優と呼ばれていて、内面まで深く役に入り込むタイプなんだけど。ある公演の後、あまりに気持ちが昂ぶりすぎて、役柄の精神のまま、その時つきあっていた彼女とホテルになだれ込んだことがあって──」

　将紀曰く、その日演じていたのは、劇団のオリジナル脚本の主人公で、怪盗役だったそう。彼は手段のために女性を手玉に取ることも多々ある設定だったのだが、その怪盗の手管のまま、彼女を翻弄したらしい。

「──それが、ものすごくよかったんだ」

　今まで経験したセックスは一体なんだったんだ、と思えるほどの快感を得られたと、将紀が言った。

　それ以来、公演があるたびに彼女に頼んでシチュエーションプレイをしていたそうだ。

「でもやっぱり……あまり頻繁だと相手は嫌みたいで、それで別れることが多くて、つきあっても長続きしなかったんだ」

　だから一時はこの性癖を極力封印することに決めたのだという。

「僕は美帆のこと、本当に好きなんだ。この先、ずっと一緒にいたいと思えるほど。でもこれから、この秘密を隠したままで長い時を君と過ごせるのだろうかと考えたら、すごく不安になって」

　将紀はいつになく自信がなさそうだ。

「……だから最近、様子がおかしかったの？」

　尋ねると、将紀はこくんとうなずいた。

「カミングアウトすることで、君が僕に嫌気が差すかもしれないと想像すると怖い。でも、自分の性癖を押し殺したまま君といたとしても、いつか破綻してしまう。それなら、今このタイミングで告白してしまった方がいいと思ったんだ」

　自分の嗜好を曝け出せない人と一生一緒に暮らせるだろうかと考えたが、おそらく無理だろうと将紀は結論づけたそうだ。

「あの……こんなこと聞いたら失礼かもだけど、風俗には行かなかったの？」

　美帆はその辺の事情には詳しくないが、風俗にはそういうプレイができるところもあると聞く。専門的な場所であれば、性癖を思う存分発露させたりできるのではないかと、恐る恐る尋ねてみる。

「前につきあってた子に、それは言われたことある。一度は考えてみたんだけど……でも僕は、誰とでもそういうことをしたいわけじゃないんだ。……好きな人が相手だからそういう欲求が湧くんだよ」

　今この瞬間、美帆以外の女ひ性ととしたいとは思えない──言い切った将紀の表情は真剣だ。

「結局のところ……将紀は、私とそういうプレイがしたい、ってこと？」

「……うん。僕は美帆が大好きだから、本当なら我慢しなきゃいけないんだと思う。でも、こんな僕を受け入れてもらいたいという気持ちもあって……これは僕のワガママだ」

　美帆はしばらくの間、黙っていた。そんな美帆を将紀は不安げに見つめてくる。

　沈黙が二人の間に鎮座する。それをなぎ払ったのは、美帆だった。

「はぁ……」

　気が抜けたような呼気が吐き出される。途端、将紀の表情が曇った。

「美帆……」

「よかったぁ」

　あっけらかんとした明るい声に、将紀が面食らっている。美帆はホッとしたように肩の力を抜いた。

「え？」

「浮気してたとか、別れたいとかじゃなくて、よかった、って」

　将紀の様子がおかしいことは分かっていた。もしかしたら二股をかけられているのかもとか、美帆に飽きて別れたくなったのかもとか、そういう最悪なことを考えてしまっていたと、美帆は将紀に打ち明けた。

「浮気なんて考えたこともないよ。僕は美帆のことが大好きだし、飽きるなんてない。……この先の人生、君と一緒にいたいから、こうしてカミングアウトをする気になったんだから」

（それって……）

　頭の中でリンゴーンと鐘が鳴る。思わずにやけてしまいそうになるが「いやいやまだ早いから」と、なんとか押し殺す。将紀がそこまで自分のことを考えてくれていたのが、本当に嬉しかった。

「……そっか」

「もし、美帆が僕のことを嫌になったのなら、きちんと受け入れるから。だから……正直な君の気持ちを聞かせてほしい」

　判決を待っているかのような厳かな表情で、将紀は背筋を伸ばした。美帆はうん、とうなずき、思いの丈を語り出す。

「分かった。正直に言うね。……私、演じている将紀が見てみたい。実際にそういうエッチをしたらびっくりするとは思うけど、私なりに将紀に歩み寄りたい。まったくの他人同士がつきあうんだもん、お互いを理解し合わなきゃ。おつきあいって、そういうものでしょう？」

　気持ち悪いとか怖いとかいう嫌悪感はまったく湧いてこなかった。それよりも、優しくて穏やかな将紀がどんな風に憑依するのか、演劇好きの血が疼く、というのが先に立った。

　俳優モードの将紀とのセックスにもすごく興味が湧いてしまい、思わずドキドキしてしまう。

　それにさっきは風俗の話を出したけれど、実際に将紀が『普通のセックスは美帆、シチュエーションプレイは風俗で』なんて、性癖の使い分けのようなことをしていたら、きっと気分はよくないし、してほしくはない。

　そうされるくらいなら、すべて自分が受け止めたいと思うのだ。

「美帆……」

　一瞬だけ泣きそうな顔になった将紀は、美帆を引き寄せ、抱きしめた。

「……どこまでついていけるか分からないけど、将紀にあまり我慢してほしくないよ。だからね、見せてほしい。っていうか、見たいな、『俳優・野島将紀』が」

　将紀の胸の中で、美帆はふふふ、と笑ってみせる。彼は感極まっているのか、声を震わせた。

「ありがとう……美帆」

「いつにする？　私はいつでもいいよ」

　美帆は目を輝かせている。あからさまに楽しみにしているのが分かる、キラキラした表情だ。

「……じゃあ、早速だけど今日は？」

「え、いいの？　見たい見たい」

「分かった。……ちょっと待ってて」

　両のこぶしを上下に揺すって喜ぶ美帆に、将紀はリビングを出ていった。

　少しすると、彼は本のようなものを数冊持って戻ってくる。

「？　何それ？」

「僕が出た舞台の台本。……この中から一冊選んでみて」

　将紀はそれを美帆に差し出した。ババ抜きのトランプみたいに両手で広げている。

「ん……っと、じゃあこれ」

　薄いブルーの台本を指差す。どういう内容なのかは一切分からない。

「あー……これか。……うん、分かった」

　将紀はそれをパラパラとめくり、内容を確認している。

「あのね、将紀。一つだけお願いがあるの。私……あまりに痛いのはちょっと無理かも」

　少しくらいなら耐えられるかもしれないけれど、さすがにムチとかろうそくとか、そのテのプレイは遠慮したい。そのことを素直に伝えると、将紀ははははと笑った。

「僕はハードＳＭが好きなわけじゃないから、美帆の身体に傷をつけたりはしないよ」

「それと……私もなんか演じた方がいいの？」

　憑依した将紀につきあうのに自分も演技をするべきなのかと尋ねると、今度はかぶりを振ってきた。

　彼は優しげに目を細める。

「大丈夫。僕の演技に普通に応じてくれればいいよ」

　返ってきた言葉に「分かった」とうなずいた次の瞬間──

「……っ!!」

　将紀の雰囲気が一変した。言葉をひとことも発していないのに、そばで見ている美帆にさえ分かる変わりようだ。

　思わず息を呑んでしまう。

　穏やかで爽やかなオーラが、一気に重たくなった。

　キラキラな瞳が、一瞬にしてギラギラになる。

　そして──

『──おまえの男、飛んだらしいな？』

　美帆は、男に騙されて借金を背負ってしまったＯＬへと変貌を遂げた。
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（すごかった……）

　素の将紀がシャワーを浴びている間、美帆の意識はふわふわしていた。

　初めてのシチュエーションプレイは、今までのどんなセックスよりも高揚した。

　終わった後の脱力感は凄まじかったが、同時に充足感もかなりなものだった。

「めちゃくちゃ気持ちよかった……。それに……将紀、すごくすごくかっこよかった……」

　かっこいいのはいつものことだけれど、違う趣のよさがたまらなくて、それが美帆をさらに昂ぶらせた。

　将紀が憑依させたのは『借金を取り立てる相手を好きになってしまう闇金ヤクザ』の役だった。これは何年も前に彼が実際に舞台で演じた役柄だったそうだ。

　主役ではなかったものの、なかなか難しい役どころで、厳しい取り立ての奥に隠された愛情を表情や仕草でちらつかせなければならなかったという。

　実際の舞台にはもちろんセックスのシーンなどなかった。そして将紀は『あのヤクザならヒロインとこういう情事を展開するだろう』などと演技の計算なんてしない。

　役柄そのものに没入して、美帆との睦み合いに臨んだ結果があれだったのだ。

　普段の彼なら絶対に口にしないような台詞を言い、絶対にしないような眼差しを突きつけて。

　しかも、美帆自身はどう振る舞えばいいかと演技指導などされてもいないのに、将紀の演技に引き込まれた。

　本当に『元カレの借金を背負って売られた』立場になったし、将紀が『闇金ヤクザの借金取り』に思えた。『怖いのに彼の愛情の片鱗に触れて戸惑ってしまった』のも本当だ。

　どう説明していいか分からないが、自然とそういう台詞が口をついて出た。これもまた将紀の力なのだろう。

　最中は夢中でなんとも思わなかったけれど、セックスが終わっていざ素面に戻ってみれば、あまりの倒錯ぶりに恥ずかしくなった。

　しかし同時に、今まで経験したことのなかった快感で全身がとろけてしまい……それを思い出すだけでゾクゾクと全身が総毛立った。触れられてもいないのに、記憶として残されている愉悦が引き出されて気持ちよくなってしまった。

　彼の憑依プレイは、美帆をすっかりメロメロにしてしまったようだ。

（クセになっちゃったらどうしよう……）

　それはそれで、将紀は喜んでくれるからいいのかもしれない──美帆は前向きに考えることにした。





＊＊＊






　曇り一つない大きな窓の外にはすでに夜の帳が下りている。それを象徴するように、人工の光の群れが眼下に広がる。

　まるで光の花畑のようだと美帆がぽつりと呟くと、後ろから腕が伸びてきて、彼女を抱きしめた。

『ここはこのホテルより高い建物がないから、夜景は見下ろすことになるわけですね』

　美帆の肩に首を載せたまま、野島が無機質な口調で言った。

『よかったの？　こんな高い部屋取っちゃって』

　美帆が言う高いとは、高さのことではない。値段だ。桜浜地区で一番のラグジュアリーホテルの高層階。一晩何万円もするだろう。

『柴田さんと初めての夜を過ごすのに、そこらのラブホやビジホなんて、俺が許せませんから』

　肩まで伸びた美帆のつやつやの髪を一束掬うと、野島はそこへくちびるを押しあてた。

『ところで、本当にいいんですか？　柴田さん。引き返すなら今ですが』

　抱きしめたまま後ろから顔を覗き込んでくる眼鏡の奥の瞳は、わずかに鋭い光を宿している。言葉とは反対に『あなたが何を言ったところで、逃がしませんが』と、饒舌に訴えているのが分かるくらいだ。

『……引き返さないよ』

　決意を秘めた美帆の言葉を聞き、男の堅い視線がわずかに緩んだ。春の日差しのようなふんわりとしたぬくもりをまとった眼差しが、美帆を温かく包む。

『……後悔しないでくださいね』

　野島が美帆の腕を強引に引き、近くにあった両袖机にうつ伏せるように倒した。

　立ったまま机に突っ伏す形になった美帆は、後ろを振り返る。

『ちょ……野島くん、どうするの？』

『どうするの？　それはあなたが一番ご存じでしょう？　……初めに断っておきますが、今夜は眠れると思わないでください。幸い明日は土曜日です。心ゆくまであなたの身体を堪能させてもらいます』

　野島は美帆の営業部の後輩で、ライバルでもある。

　何かにつけて要らぬちょっかいを出してくる野島と反発して怒る美帆、というのが、日常の光景だった。

　ある日の飲み会で、いつもようにケンカじみたやりとりを繰り広げたのだが、何故か勢いで、

『来月の成績、負けた方が勝った方の言うことをなんでも聞く』

　という約束をさせられてしまったのだ。

　結果──野島が勝った。

　負けた美帆は潔く『何をすればいいの？』と尋ねた。すると彼は、意味ありげに笑ってこう言ったのだ。

『一晩、柴田さんの身体を好きにさせてください』

　突然の申し出に、美帆は目を見開いた。

『それってつまり……エッチする、ってこと……？』

『えぇ。それも込み、ですかね』

　野島は『営業部の貴公子』という異名を持つ美形だ。頭の先からつま先まで、欠点なんてどこにも見当たらないくらい、パーフェクトな美貌の持ち主で、当然ながら社内中の女性から視線を集める存在だ。

　性格は冷静沈着で頭がいい。常にかけている汚れ一つない眼鏡が、クールさをさらに演出していた。抑揚に乏しい無機質な話し方も見た目どおりで、影では『氷王子』とも呼ばれていたりする。

　そんな彼が、ヒマさえあればかまっているのが美帆であって。彼女のポジションを羨む女子社員は山ほどいて、妬まれているのは美帆にも分かっていた。

　だから彼に極力近づかないようにしていたのに、離れればそれだけ距離を詰めてくるのが野島だ。しかも甘い感情などこれっぽっちもない風で。

　彼の感情が読めないし、なんならちょっと不気味でもあるし、美帆はとにかく野島のそばにはいたくなかった。

　それなのに。

　いきなり『勝負に勝ったから抱かせろ』なんて、意味不明すぎる。

　勝利を掴んだ野島は美帆が反論する猶予も与えず、あれよあれよという間にホテルを予約し、彼女をここへ連れてきたのだった。

『せ、せめてシャワー使わせて。今日ずっと仕事だったし、汗かいてるし！』

『……あなたさっきの俺の話を聞いてました？　「心ゆくまであなたの身体を堪能する」って言いましたよね。シャワーなんてしたらボディソープの匂いになってしまうじゃないですか。そんなものは後です。俺の言うことを聞いてもらいます。……いいですね？　美帆さん』

『や、でもまっ──』

　それ以上、何も言うことができなかった。

　くちびるを塞がれたから。

　振り返ったままの状態で、キスをされ、舌を差し入れてきた野島は、美帆の口腔を舌で辿りながら、彼女のスーツのジャケットのボタンを外し、脱がせてしまった。

　そばにあったソファにそれを投げると、キスを止め、今度はスカートをたくし上げた。

　パンストに包まれた丸い臀部が露わになった。

『……っ』

『可愛いお尻ですよ』

『や……見ないで……』

　手でスカートを戻そうとするも、野島に阻まれてしまう。その上、ストッキングの上縁に指をかけられ、引き剥がすように持ち上げられた。

『……あぁ、ストッキング伝線してますね。ほらここ』

『え、うそ』

　腿の切り替え部分の下が、どうやら伝線しているようだ。全然気づかなかった。

『もうこれ、やぶってもいいですよね。……あとでいくらでも買ってあげますから』

　野島は眼鏡のブリッジを中指で押し上げてから、ビリビリとストッキングを破った。大きな穴がいくつもでき、伝染は腿を通って膝裏にまで達した。

　ところどころ空気に晒される生足が、羞恥心を運んでくる。

『やだ……恥ずかしいからもう、いっそ脱がしてよ……』

『ものすごく卑猥ですね。……ストッキングを破く行為って、どうやら男の征服欲を刺激するみたいです』

　美帆のお尻から足首の間を、舐めるような視線が往復する。

『も……やめて、よ……』

『仕方ないな……』

　ストッキングを美帆の足首まで下ろした。どうやら抜き取る気はまだないらしい。

　すかさず野島は美帆のショーツの上から臀部を円を描くように撫でる。

『美帆さんはこういう下着が好みなんですね。可愛い』

　とあるキャラクターブランドが国内ランジェリーメーカーとコラボして販売した限定のブラジャーとショーツのセットで、レースがそのキャラクター模様になっている。

　二十代向けの商品なので、美帆が着けていてもおかしくないのだが、野島に見られてしまったかと思うと、少し恥ずかしい。

『ゃ……っ、だ、から、見ないで……っ』

『恥ずかしがり屋の美帆さんも可愛いですね。ますます好きになってしまいます』

　聞き捨てならない台詞が、美帆の耳に入ってきた。

『え？』

　びっくりして振り返ると、野島がきょとんとして首を傾げていた。

『どうしたんですか？』

『だ、って……好き、って……』

　彼の口から、今までそんな言葉を聞いたことなどなかったから。美帆は一瞬、自分の耳を疑ったくらいだ。

『あー……そうか、伝えてませんでしたか。これは俺の失態です、すみません。……好きです、美帆さん。営業部に配属された時から、ずっとあなたが好きでした。愛しています。結婚してください』

『えぇえええっ』

　今度は喉の奥から驚愕の叫びが出た。バタバタと身体を反転させようとするけれど、野島に押さえられているので叶わない。

『とっくに気づいてると思っていましたが……』

『そんなわけないでしょ？　……ずっとからかってくるから、嫌われてるのかもって思ってたくらいなんだから』

　当然のように言ってくるけれど、あんな態度をしておいて、どうして好かれてると思えるのか。責めるようにそう伝えてみれば、野島は心外そうな表情を見せる。

『嫌いな人間にかまう時間を割くほど暇人じゃないですから、俺は』

　しれっとそんなことを言いながら、野島は美帆のお尻を撫でていた手を脚の間に滑り込ませる。

　ショーツのクロッチの上から、指をくっと沈ませた。

『ん……っ』

　ビリ……と、微弱な電流が体内を流れた。

『うっすら濡れているような気がするんですが』

　美帆の秘裂の溝に沿って指を前後させながら、野島が笑いを交えた口調で呟く。

『あ、汗だから……！』

『へぇ……美帆さん、汗かきなんですね』

　言いながら、指でぐりぐりとショーツを押してくるから。埋まってくるたびに身体が細かく痺れる。

『そんなことより！　さっきの、私を好きだったってほんとなの？』

『えぇ。美帆さんのこと、誰よりも愛しています。本当は、勝負に勝ったごほうびに結婚してもらおうと思ってたくらいです。でもさすがにそれは時期尚早かと』

『でもさっき……結婚してください、って言ってたよね』

　告白しただけでなく、そのどさくさにプロポーズをしてきたのを、美帆はちゃんと聞いている。

『そうですか？　……すみません、あまりにも美帆さんが好きすぎて本音を口走ってしまったようです』

　肩をすくめて申し訳なさげにしているが、一方で野島の指はクロッチを押しやって秘部に直接触れてきた。

『あんっ……』

　突然来た快感に、美帆の身体がビクリとする。思わず机の向こう側の縁を両手で握ってしまう。

　上半身は完全にデスクの天板に乗り上げていて、美帆は今、野島にお尻を突き出すようなスタイルになっている。

　下腹部では、野島が美帆の両襞のあわいに指を差し込み、くちゅくちゅと掻き回す音を響かせている。

『ほら、やっぱりもう濡れてます。いやらしい音がしてますよ、美帆さん。せっかくのマイデイジーちゃんが濡れちゃいますから、脱ぎましょうか』

　下着にプリントされているキャラクターを大義名分に、野島はショーツをするりと下ろし、スカートとストッキングもろとも片足だけ抜き取った。その時脱がせたパンプスは、ご丁寧に素足に再び履かせてくれる。きっとこれは野島の性癖なのだろう。美帆にしてみれば違和感しかないが、彼の好きにさせるという約束なので仕方がない。

『──さて。本格的に美帆さんの身体を堪能させてもらおうかな』

　言うが早いか、野島は先ほどショーツを脱がせた方の足を、パンプスはそのままにふくらはぎを掴んで持ち上げ、そのまま両袖机の上に掲げた。

『え？』

　膝を折り曲げた状態で、天板の上に片足を載せてしまった状態となる。

『あぁ……エロイな。美帆さんのあそこが丸見えだ』

　相変わらず淡々とした口調で呟く野島は、自分の敬語が崩れているのに気づいているのだろうか。初めて聞く声音に、美帆は図らずもときめいてしまう。

　しかし──

『やっ、恥ずかしいからやだぁ……っ』

　足を下ろそうとしても、野島に足首を掴まれている。

　美帆の秘裂は襞がぱっくりと開いていて、その奥をも野島の目の前に晒していた。

　しかもパンプスを履いたまま下腹部を丸出しにしているなんて、恥ずかしさに拍車を掛けている。

　その状態にした本人は、少しの乱れもない完璧なスーツ姿のままだ。相変わらず見とれるほどかっこいい。だから余計にいたたまれなくなってしまうのだ。

『でも美帆さん、恥ずかしいの好きですよね？　……だって、さっきよりも確実に濡れてますし』

　美帆の襞の間から、蜜液がつ……と流れ落ちた。それを掬い取ると、野島はそのままぬかるみに塗り込める。

『あぁんっ、ゃ……っ』

　美帆が身体をしならせる。

　ぐちゅぐちゅと、蜜口を何度も撫で、野島は美帆を駆り立てる。

『──ところで、美帆さんは俺のことどう思ってるんですか？　……まさか、嫌いな男にこうして大事なところ触らせたりしないですよね』

『っ、んっ、あぁ……っ』

『──まぁ、万が一好きではないとしても、好きにさせてみせますけど』

　自嘲するように言って、野島は愛撫を強める。途端、美帆は高い声で啼いた。

『あぁんっ。……す、き……っ。すきなの……っ』

　これは紛うことなき、美帆の本心だ。

　初めて会った時、その美しさに見とれた。そして言葉は素っ気なくとも、誰にも優しいところに惹かれた。それなのにやたら自分にだけかまってくるところに、嫌われているのかとも思ったけれど、私だけが──という優越感のようなものも覚えていた。

　その感情が彼への恋心だと気づいたのは、出逢ってからだいぶ経った頃で。

　だから、勝負に勝った野島が美帆を抱きたいと言ってきた時、本当はすごく嬉しかったのだ。

『……知ってました』

　くっと笑いを喉の奥に封じ込めた野島は、秘裂に差し入れた指を花芯にまで伸ばした。

『あんっ、あっ』

　包皮ごと指で摘ままれ、揉み込まれて、強烈な疼きが下腹部を襲う。

『やぁっ、い……っ』

『イッてもいいですからね。むしろイッてる顔を見せてください』

　野島が一定のリズムを保って襞を擦り、花芯を捏ねていると、美帆の最奥から波が迫り上がってきた。

『あっ、あっ、あ、あ、あ……っ、い、く……っ、んんんっ！』

　大きな快感がうねりとなって、美帆をさらっていく。

　突き出された腰がびくんびくんと細かく跳ね、蜜口が心臓のようにずくずくと痙攣した。

『あぁ……可愛らしくイケましたね。想像以上だ』

　机の上でぐったりとする美帆の足を下ろしてから、野島はスーツのジャケットを脱ぎ捨て、ジレとスラックス姿になる。そしてネクタイとシャツのボタンを緩めると、スラックスの前立てを寛げた。

　下着の中から取り出した肉塊はすでに育ちきっており、先端からは先走りが滲んでいる。野島はポケットから取り出した避妊具で準備をした。

『ほら、今からこれが美帆さんの中に入ります』

　野島はそれを美帆の臀部の溝に沿わせて押しつけた。途端、美帆の首筋がゾクリと震え、全身が総毛立つ。

　この後の展開を想像したら、蜜口が疼いた。

　うつ伏せたままの美帆に、野島が覆い被さった。耳元にくちびるを寄せると、ふ、と笑いを漏らした後、甘い声音で囁いた。

『……もう少し、頑張ってくださいね』

　野島は美帆の腰を引き寄せた。両手で尻たぶを割り開き、硬く勃ち上がった雄芯を、真っ赤に熟れて光る秘裂に押し当てる。

　ぬちぬちと幾度か滑らせると、窪みに一度留まり、そして一気に突き入れた。

『はうっ！　うぅ……っ』

　その勢いで奥まで突き入れられて、美帆の隘路がきゅうっと締まる。全身がふるふると戦慄いた。

『美帆さん……もしかして、イキました？』

『……っ』

　顔を覗き込まれ、美帆はこくこくとうなずいた。頬は真っ赤に染まり、視点の定まらない瞳は潤んでいる。肢体は未だひくひくと疼いていた。

　野島は少しの沈黙の後、空を仰いではぁ、と呼気を吐き出す。そしてそのまま声を上げた。

『あぁもう！　可愛いな！　クソッ』

　美帆はびっくりした。クールなインテリの見た目から、悪態が飛び出すなんて。その後も野島は『一撃でイクとか、可愛すぎるだろ』だの『好きすぎてやばい』だのと、意外なひとりごとをぽろぽろとこぼした。

　その間も、彼の屹立は美帆の中で硬さを保っている。それがなんだか気恥ずかしくて、美帆は腰を揺らした。

『あ、の……野島、くん……？』

『──あぁ、すみません。美帆さんが可愛くて、少し取り乱しました』

　気を取り直した声音で、野島が腰に力を入れる。一旦引くと、今度はゆっくりと突き入れる。

『あぁ……』

『美帆さんの中、本当に気持ちいい。さっきイッたからうねってて……俺のが食われてしまいそうです』

『んっ、わ、たしも……きもちぃ……』

　ゆるゆると腰を揺らしながら、野島は美帆のカットソーを脱がし、ブラジャーも外してしまう。

　身に着けているのは、パンプスだけになってしまった。

『エロイなぁ……美帆さん、たまらないです』

　首筋から腰にかけてのなめらかな稜線に、野島がつつ……と指を滑らせた。

　抽挿は徐々に速度を上げていく。同時に、濡れた音も大きくなっていき、美帆の羞恥心を刺激する。

『あっ、あっ、ゃ……の、じまく……っ、いい……っ』

『は……好きです、美帆さん。お願いですから、他の誰のものにもならないで、ください……』

『んっ、わ、かったか、らぁ……っ、んんっ』

『っ、クソ……っ、なんだこれ……気持ちよすぎる……っ』

　眼鏡を乱暴に外し投げ捨てる野島は、口からも粗野な言葉を吐いて、美帆の腰を抱え直した。

　太く硬い楔が強く深く突き刺さるのと同時に、肉と肉がぶつかる高音がラグジュアリーホテルの部屋に響き渡る。

　時には腰を押しつけたままさらに深く穿たれると、気が遠くなるほど気持ちがよくて、あえかな喘ぎ声を漏らしてしまう。

『あぁ……ん……っ、ぁふ……』

『……っ、ったく……声まで可愛い。……愛してます、ほんとに……』

　両の手で美帆の乳房を後ろから揉みしだきながら、野島は律動を繰り返した。

　畳みかけてくる快感に、美帆の瞳は浮かされたように潤んで揺れる。

『や、だめ……っ、きもちぃ……っ、いっちゃ、うよぉ……っ』

『イッてください……気持ちよくなってくれたら、俺も……嬉しいですから……っ』

　野島のくちびるからは『好きです』『愛してる』が絶え間なく伝えられる。それは美帆の胸を打って心臓を逸らせた。

　数呼吸の後、二人はほぼ同時に昇りつめた。途端、美帆の肢体はずるりと床にくずおれた。

　遠のきかけた意識の中、野島がベッドに運んでくれたのが分かった。上質なマットレスに下ろされると、すぐに彼も乗り上げてきて。

『──美帆さん、寝かさないって言いましたよね。もし寝ていても、俺は続きをしますよ？　……まだ、途中なんですから』

　囁きかけながら、美帆のパンプスを剥ぎ取り、ベッドの下に落とした。

『ん……野島く……ん』

　手を伸ばすと、すぐに野島がその手を取り、ちゅ、とキスを落とした。

『──可哀想に、美帆さん。こんな俺に捕まってしまって。……もう絶対に、一生逃がしませんから。覚悟してくださいね』

　その声は綿菓子のようにふわふわしているけれど、どこか甘い狂気を秘めていて。

　勝負に勝った時、野島は『一晩、柴田さんの身体を好きにさせてください』と言った。けれど彼は最初から一晩だけのつもりなど毛頭なかったのだろう。

　この先、甘い毒を孕んだ蔦を何本も伸ばして、美帆を搦め取っていくに違いない。

（あ……これは逃げられないかも）

　美帆は心の中で覚悟を決めたのだった。






第三章　蝶の羽化








「柴田さん、もしよければ週末に映画でも観に行かない？」

　目の前に立っているのは、確か女性社員から人気のイケメン営業部員だ。今まで話をするどころか、目を合わせたことすらほとんどなかったのに、これは一体どういうことだろう。

　月に数回、将紀とシチュエーションプレイをするようになって、もう二ヶ月が経つ。

　ある時は医者と看護師、またある時は明治の貴族と平民の娘など、将紀が提案したシチュエーションでの睦み合いは、それはそれは新鮮だった。

　将紀はそのために様々なアイテムを入手してくれた。元々持っていたのもあるが、新しく買ったものもある。

　時には美帆を拘束することもあったけれど、使った手錠はファーつきだった。でも雰囲気にもこだわりがあるのか、一番始めにした『闇金ヤクザ』プレイの時に使った手錠は以前から持っていたごく普通のもので、それでも美帆を傷つけないよう、手首に古めのさらしを巻いてからはめてくれた。それがやたらリアルっぽくて、気持ちが盛り上がってしまったのだ。

　先日の『営業部の先輩女子と後輩男子』シチュでも、本当にホテルの部屋を取り、休日なのに二人ともスーツ姿でチェックインした。将紀は普段コンタクトレンズを着けているが、この時は自前の眼鏡をかけていた。

　そして本当に朝まで寝かせてもらえなかったのだ。

　朝まで抱き合ったのもそうだが、憑依自体も朝まで続いていたのがすごくて、コスプレだけにとどまらない凝ったシチュエーションだった。

　彼の並々ならない精神力に、またしても驚いた美帆だった。

　将紀は役柄ごとに手技を変えてくる。嫌悪感を呼び起こすしつこさを出してみたり、スローセックスに興じてみたり、わざと下手を装ってみたりと、都度別人のようになる。

　初めは照れくさいと思っていた。けれど河野からも聞いていたとおり、将紀の演技に引きずり込まれるようにして『憑依』の世界に強制的に慣らされていった。

　しかしそれは決して嫌な感覚ではなく、視覚的にも肉体的にも刺激的で気持ちのいい行為で、美帆は瞬く間にノーマルではない世界に没入していった。

　新しい扉を開いて二ヶ月、会社の男性から声をかけられることが増えた。飲みに誘われたり、つきあってほしいと言われたり。

　今までこんなにアプローチを受けた経験はなかったので、美帆は面食らっていた。

（どうしちゃったの……？）

「あ……っと、すみません、私、おつきあいしている人がいるので……」

　まさか自分が営業部のイケメンを振ることになるとは思わなかった。美帆は困惑しながら、お断りの言葉を告げたのだった。

　

「美帆、最近めちゃくちゃ色気出てきれいになったもん。だからじゃない？」

　万里子が美帆を差した指をクルクルと回した。

　ここのところのモテ期、一体何がどうなっているのか、誰かに相談したかった。相手として一番適しているのが、同期で一番仲のいい万里子だと思い、夕飯に誘ったというわけだ。

「色気……？」

「うん。私から見てもすごい色っぽくなったよ、美帆」

　万里子曰く、仕事中でもふとした瞬間に色気があふれているんだそうだ。

　匂い立つような色香を放つので、男性たちがそそられているのだろうと、万里子が言った。

「そ、そうかな……」

「いい恋してるんだろうなぁ、って私は思うんだけどねぇ」

　見る人が見れば美帆に彼氏がいることは想像がつくはずなのに、それが分からないのか、それとも知っててアプローチをしているのか……と、万里子が苦笑する。

「あははは……いい恋か」

　いい恋と言えばいい恋である。将紀に愛されている自覚もある。

　でもそれが普通の恋愛かと問われたら……。

（人には話せないよねぇ……）

　シチュエーションプレイのおかげだなんて、万里子どころか誰にも言えない。

　でも──

（将紀も、私がきれいになったと思ってくれてるのかな……）

　もしそうなら嬉しい。

　美帆の胸の奥が幸せに疼いた。

　週末にでも聞いてみようと、将紀に予定を尋ねると、

『金曜日に会社の飲み会があるから、家にいてくれると嬉しい』

　と言って、木曜日の昼休みに合鍵を会社まで届けてくれた。

「いいの？」

「もちろん。冷蔵庫にあるものを適当に食べたり飲んだりしててくれていいし」

「じゃあ、今度は私がご飯作ろうか？　あ、でも飲み会だからご飯要らないか」

「いや、僕はあまり飲み会で飲み食いしないし、一次会で帰るつもりだから、サンドイッチみたいな軽いものを作っておいてくれると嬉しいな」

　将紀は以前、飲みの席で酔い、同席していた女性にお持ち帰りされかけたことがあるらしい。幸い、途中でなんとか一人でタクシーに乗り込んで逃げた。

　それ以来、酒席では本当に最低限のアルコールしか口に入れないようにしているそうだ。

「家に帰ったら美帆が待っててくれるの、嬉しいな」

　にっこり笑ってそう言われれば、張り切らざるを得ない。美帆は会社の帰りにスーパーでサンドイッチの材料を買い込み、将紀のマンションへ行った。

「将紀の匂いだぁ」

　誰もいない部屋だけれど、そこには彼の匂いに満ちていた。

　すっきりと片づけられていてインテリアのセンスもよくて、将紀の性格が出ている。いつ来ても居心地がいい。

「よし、夕飯作ろう。具を多めに作っておけば、明日の朝ご飯にもできるよね」

　サンドイッチを二人分作り、将紀の分はラップをしておく。明日の朝食のためにサラダを作っておいた。

　食事を終えてからソファに座ってスマートフォンを確認すると、将紀からメッセージが来ていた。

『やっと一次会終わった。これから帰るよ』

「将紀帰ってくる！　軽食の準備しておこ」

　飲み会では最低限しか飲まないと言っていたので、飲み足りないかもしれない。おつまみを用意しておこうと、メッセージの返信をしつつキッチンへ向かう。

　餃子の皮で大葉とチーズを包み、油で揚げ焼きをする。サンドイッチを作った時にあまったきゅうりは、叩いて塩昆布に和えて冷蔵庫に入れておいたので、それも出そう。

「よし、あとは帰ってくるのを待つだけ。……あ、そうだ」

　そういえば、将紀に聞きたいことがあったのだった。すっかり忘れていた。

　例のプレイをするようになってから、本当に美帆は見た目も変わったのか、将紀から見てもきれいになったと思ってくれるのか。

　初めは戸惑っていたけれど、今ではすっかり将紀の憑依姿にハマッている自分がいた。

　もう普通には戻れないかも……と思うくらいには、身体があの特別な快感に飼い慣らされてしまっている。

　ねっとりとした倒錯の沼にずぶずぶと引きずり込まれ、身体はぬめった水まみれだ。

　もう、澄んだ水の中では生きられない気がする。

「……私がこんな身体になったの、将紀のせいなんだから。もうほんと……ムカつく」

　はぁ、と大きく息をつき、美帆はぼそりと一人吐き出した。

　ムカつく、というのは、もちろん言葉のとおりではない。憎たらしいけど大好き、くらいの意味だ。

　ずっと沼にはまっていてもいいくらいには、将紀を愛している。

「好き……大好き」

　大きく甘く熟した気持ちを小声で口にした時、ガチャリとドアが開く音がした。

「ただいま、美帆」

　リビングの扉から、少し疲れた顔をした将紀が現れる。

「おかえりなさい、将紀。お腹空いてる？」

「うん、あまりお腹に入れてないから食べたいな」

「サンドイッチ作ってあるから、お風呂入ってきたら？　準備しておくから」

　将紀は「そうする。ありがとう」と残し、寝室に向かった。

　美帆はテーブルにサンドイッチと先ほど作ったおつまみを並べた。

「美味しそうだね。おつまみも作ってくれたんだ。あまり飲んでないの分かってた？」

　お風呂上がりの将紀がテーブルを見渡して笑った。

「うん。一応ビールと缶のカクテルは買ってきたんだけど」

「じゃあ、美帆も一緒にビール飲む？」

「うん、乾杯しよっか」

　二人でビールで乾杯をして。美帆は将紀がサンドイッチを美味しそうに食べるのを見つめていた。

「──うん、サンドイッチ、すごく美味しい。あと、この餃子の皮のやつもビールによく合う」

　レタスとサラダチキンを挟んで粒マスタードを利かせたサンドは、将紀も気に入ってくれたようでホッとする。

「……」

（将紀にあのこと聞いてみたかったけど……）

　つきあい始めた頃から変わったのか、将紀から見てどう思うか、聞いてみたかった。

　けれど……

（なんだか、将紀疲れてるみたい……）

　どことなく、いつもより元気がない。飲み会の後で疲れているのか。

　笑ってはくれるけれど、キラキラが少ない気がする。

　美帆が準備した夜食を褒めてくれているものの、心ここにあらずな感じが見え隠れしていて、それが気になってしまう。

　だから聞けなかった。

（別にどうしても、ってわけじゃないし、今度でいっか）

　今日は将紀の身体を第一に考えようと、自分の欲は心に押し込めた。
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　おかしい。

　何かおかしいかと言えば、将紀だ。

　会うペースが減ったわけではない。冷たくされるわけでもない。優しいのは変わらない。むしろ以前よりも美帆のことを大切にしてくれている。

　問題は、そう……セックスだ。

　ペースは以前と変わらない。会えばするし、身体の隅々まで愛してくれる。

　普通に愛してくれるのだ……ごく普通に。

　将紀の部屋で夕飯を作って留守番をしたあの日、二人は何もせずに一緒に眠りについた。

　翌日、土曜日の夜はてっきり例のプレイをするものとばかり思っていた。けれど、普通だった。憑依も何もなく、普通に抱かれた。

　次の週末も同じ。極めてノーマル。

　一度、そういう雰囲気になった時に尋ねてみようかと思ったものの、どことなく漂う『有無も言わさない空気』に気圧され、聞くことができなかった。その後は将紀の手練手管で啼かされてしまったので、何も考えられないまま夜が明けたのだった。

　そうして普通のおつきあいに戻ってから三週間、つきあい始めてから半年が経とうとしていた。

「別にそれが不満ってわけじゃない……けど」　

　美帆は部屋でひとりビールを飲みながら、誰にともなく愚痴る。

　将紀のことは大好きだ。出逢った頃よりも愛情はずっと大きくなっていた。日々、彼のことを考えると心臓がきゅっと切なくなって、幸せな気分になる──少なくとも美帆は。

　けれど将紀は……？

「飽きちゃったのかな……」

　何に？

　プレイに？

　……美帆に？

　自分で想像しておきながら、傷ついて落ち込んでしまう。

「将紀に限ってそんな……！」

　けれど、原崎からされた仕打ちを思い出すと、不安が募る。

　他に好きな人ができたんじゃないかとか。

　二股をかけられているんじゃないかとか。

　将紀からカミングアウトされる直前と同じ理由で悩んでいるなんて、成長してないなぁと自嘲してしまうが、不安なものは不安なのだ。

　考えて考えて。

　頭の中が煮詰まるほど考えて──ぶるぶると頭を振った。

「うじうじしてないで、聞けばいいのよ！　当たって砕けろよ！」

　きっぱりと自分自身に宣言し、美帆はこぶしをぎゅっと握ったのだった。

　　

　決意を胸に秘めたままバリバリと働いた週末、美帆は足取り軽く退社をする。今日もまた将紀の部屋で、彼を待つ約束をしていた。

（今夜、将紀に聞くんだ！）

　改めて胸に刻みながら社屋を出たところで、名前を呼ぶ声が聞こえた。

「美帆」

　振り返ると、原崎が小走りで寄ってきた。

「……」

　とっくに別れたのに、馴れ馴れしく名前で呼ばないでよ、と言いたかったけれど、会社の前なのでことを荒立てないよう気持ちを抑える。

「ちょっと待てってば」

　呼びかけに応じずにスタスタと歩みを進めると、再度呼び止められた。美帆はため息をつきながら速度を落とすも、歩くのはやめない。

　すぐに原崎は追いつき、美帆に並んだ。

「……何か用？　原崎くん」

「睨まなくてもいいじゃん」

「は？　二股かけておいてよく言うよね」

　目を細めて睨みつけてやるものの、原崎は気にもせずにぴったりと横につけてくる。まったく、暖簾に腕押しだ。

「あれは悪かったと思ってんだよ、俺も。佐恵子にバレそうになったから仕方なかったんだって」

「……」

　自己中心的にもほどがある。どうしてこんな馬鹿が好きだったのか、今となっては自分でも分からない。

　この男はいずれ誰かと結婚しても絶対に不倫をするタイプだ。そしてバレれば美帆のようにすぐ切り捨てるのだろう。

　つきあっていていいことなど何一つない男だと、今さらでも分かってよかった。振られてよかったのだ。

「美帆、最近きれいになったよなー。色気が出てきたっていうか」

「……はぁ」

（将紀にすら言われないのに、アンタが言うな！　馬鹿崎！）

　心の中で毒づいてしまう。とても将紀には聞かせられない口調だ。

「せっかくだから遊んでかね？　久しぶりに」

「……頭大丈夫？　山田さんとつきあってるんでしょ？」

　原崎が言う『遊び』とは、もちろんセックスのことだろう。この男は美帆を切り捨てたくせに、言うに事欠いて何を言い出しているのか。

「佐恵子、週明けまで出張なんだよ。いいじゃん。知らない仲じゃないんだし……な？」

　美帆が歩きを速めても原崎はそれに合わせてくる。しかもやたらぴったりくっついてくるのだから、タチが悪い。

「会社の人に見られたら誤解されるからやめて。前に会ったから知ってると思うけど、私、彼氏いるから」

「……その割にはおまえさ、会社で不満そうな顔してるじゃん。実は彼氏に満足してないんじゃね？」

「はぁ？」

　確かに将紀とのことで会社でも不安な気持ちになったりはした。けれど、それを元カレに指摘されるとは。しかも的外れなことで。

（人のこと見てるってこと？　気持ち悪っ）

「欲求不満なら俺が解消してやろうか？」

（ダメだこの人、理解できない……）

　あんなひどい振り方をしておいて、何故今さら誘いに乗ると思うのか。

「あのねぇ……私、欲求不満じゃないし。もし万が一そうだったとしても、原崎くんとだけはないから！　絶対！」

　大体、原崎との自己中セックスで満足した覚えはほとんどないので、不満が解消されるとは思えない──そう言ってやりたかったけれど、公衆の面前でそれはやめておく。せめてもの元カノの情けである。

　それなのに──

「見栄張るなよー。俺が誘ってやってんだから、素直に来いって」

　にやけたひとことを聞いて、美帆の中で何かが切れた。原崎を通りの端まで引っ張ると、彼の胸元に指を突きつけた。

「バッカじゃないの？　どうしてそこまで自分に自信持てるのか理解できないけど、原崎くんより今の彼の方が百倍……ううん、一万倍はカッコイイし優しいしいい人だから！　言っておくけど私、彼に不満なんてないし、原崎くんに一ミリも未練ないからね？　これ以上勘違いしないようにもう一度言うよ？　もう好きでもなんでもないから、二度と誘わないで！」

　理性で極力声を抑えたためか、余計に疲れてしまい、肩で息をする。原崎の表情が歪むのが見えたその時──

「大丈夫？　美帆」

　聞き慣れた穏やかな声がした。

「将紀！」

　スーツ姿の将紀が、優しく美帆の手を引き、原崎から引き剥がした。

「失礼、美帆と何かトラブルでも？」

　切れ長のきれいな目をスッと細め、将紀は原崎をじっと見据える。柔和な雰囲気が一瞬にしてきつくなり、体感温度を下げた。

「あ、いや……別に……」

　顔がきれいな分、その鋭い視線は余計に冷たく見えるようで、原崎はたじろぎ目を泳がせ、口籠もらせた。さっき美帆に馴れ馴れしくしていた態度とは大違いだ。

「そうですか。美帆は僕と待ち合わせをしていたので、これで失礼しますね。……どうぞ、今の彼女と末永くお幸せに」

　最後の一文をゆっくりと、言い聞かせるように告げると、将紀は美帆に微笑みかけた。

「行こうか」

「う、うん……」

　ポカーンと口を開いたままの原崎をその場に残したまま、二人は手をつないで駅に向かった。

「行き違いにならなくてよかった。……メッセージ送っておいたんだけど、その様子だと見てないよね」

「あ……ごめんね。早く帰りたくて集中してたから、チェックしてなかった」

　改めてスマートフォンをチェックしてみると、将紀から一件入っていた。

『今日、早く会社を出られそうだから、一緒に帰りたいけど大丈夫？』

（だから会社の近くで会えたんだ）

　偶然にしてはおかしいと思っていた。ばったり出くわした将紀は、駅とは反対方向に歩いてきたということだから。

　元々、美帆の会社よりも将紀の会社の方が駅に近い。だから、帰るのなら逆に向かって歩いていなければならない。

　つまりは、将紀は美帆を迎えにきてくれたのだ。

「ありがとう、将紀。正直、困ってからすごく助かった」

「役に立ててよかった。……このまま、僕の部屋に向かってもかまわない？」

「うん。……私、将紀に聞きたいことがあるの」

　美帆が心で何度も繰り返した言葉を伝えると、将紀はつないだ手にきゅっと力を込めてきた。

「僕も話したいことがあるんだ」

　将紀の話はきっと、美帆が聞きたいことなのだろう。

　夕飯はデリバリーを頼むことにして、二人は将紀の部屋へ直行した。

　　

　

　デリバリーでファミリーレストランのハンバーグを食べた美帆は、いっぱいになったお腹を擦った。

「美味しかったぁ」

「そうだね、ファミレスのハンバーグもなかなかイケる」

　将紀が食後のコーヒーを淹れてくれたので、いつものようにリビングのソファでいただく。彼の様子をうかがいつつ、美帆は背筋を伸ばした。

「将紀、話……いい？」

「うん」

　数瞬だけ躊躇った後、神妙な面持ちで尋ねる。

「あのね……どうして最近、憑依しないの？」

　なんだか台詞だけ聞くと霊的なものを感じるが、今の美帆の素直な疑問だ。

「……そのことを気にしていたんだね」

　将紀は申し訳なさげに眉尻を下げた。

「飽きちゃったのかな、とか、いろいろ考えちゃったけど」

「飽きたなんて、そんなことはないよ、絶対に。……憑依しなくなったのはね、美帆に嫌われたくなかったんだ」

「私に？」

　どういうことだろう？　──美帆は首を傾げた。

「この間、美帆に合鍵を渡して留守番してもらってただろう？　あの日、会社の飲み会でトイレに立った時、近くのテーブルに座ってたサラリーマンが話していたんだ。……彼女に自分の性癖を押しつけたらいけない、って」

　その男性客たちが話していたのは、セックスの際に自分の性癖を強要しすぎて恋人に逃げられた男の話だった。

　それを聞いて、将紀は血の気が引いたという。

　自分はもしかして、美帆に無理強いをしているのだろうか、と。

　しかも、不安を抱えながら帰宅して部屋に入った時、将紀の耳に美帆の言葉が飛び込んできた。

『……私がこんな身体になったの、将紀のせいなんだから。もうほんと……ムカつく』

　リビングのドアの向こう側から聞こえた愚痴は、まさに今、頭を悩ませつつあることだった。

　将紀の血の気はますます引いていく。

　すぐには部屋に入れず、そっと玄関へと引き返した。それから自分を落ち着かせた後、たった今帰ってきた体を装ってリビングへ入っていったのだ。

　美帆はやはりシチュエーションプレイに辟易していたのだと、打ちのめされた。だからもう、自分の普通ではない性癖を押しつけてはならないと、己のリビドーを律してきたのだという。

「そうだったの……」

「美帆と別れたくないんだ。……好きだから」

「私だって、将紀と別れたくない。……ムカつくって言ったのはね、将紀とのあのプレイにすっかり身体が慣らされちゃって、もうアレなしじゃもの足りないかも、って思っちゃって。私をそんな風にした将紀が憎たらしい……でも大好き、っていう意味だったの。けどあの言葉だけ聞くと、将紀みたいに思っちゃうよね。ごめんね、誤解させちゃって」

　自分の失言のせいで将紀を悩ませていたのかと、申し訳なくて。心から謝ると、彼が目を見開いた。

「美帆……」

「初めはね、正直戸惑ったの。それに憑依した将紀とするのに慣らされてくのが少し怖かった。でも嫌じゃなくて、今ではむしろ楽しんでるの。……だからね、これからもしたいな」

　本音を口にすれば、たちまち将紀の目が喜びに彩られた。

「ありがとう、美帆。……もっと早く打ち明ければよかった。君はきっと受け入れてくれると、考えればすぐに分かったはずなのに……僕の目は曇っていたんだな」

　将紀は安堵で緩んだ表情を見せ、吐息混じりに呟いた。

　彼の様子から、本当に自分のことを好きでいてくれているんだと実感し、美帆も安心する。

「……実はね、将紀とつきあってから、周りの人から色気が出てるって言われるようになったの。それだって将紀のせいなんだから」

　ずっと言いたかったことをようやく伝えると、実は将紀も美帆がきれいになったと思っていたと話してくれた。そして「あんまりきれいになると、他の男に嫉妬してしまうからほどほどにね」と、苦笑いで注意された。

　将紀のせいなのにと、美帆はくちびるを尖らせた。

「もう……私をこんな風にしたんだから、責任取ってね？」

　彼女がはにかむ様子を見て、将紀は目を細める。

「喜んで。一生責任を取るよ。……だから、僕と結婚してくれる？」

　手を取られてプロポーズをされ、美帆の中に幸せな気持ちがじゅわじゅわと湧く。

「はい……謹んでお受けします」

　頬を染める美帆に、将紀がそっとくちづけてきた。

　割れた隙間にするりと舌が入り込み、口腔内に熱を塗り込めてくる。このまま睦み合う流れになりそうだったので、美帆は将紀の胸に両手を当て、キスの中断の合図を送った。

「ちょっと待って……」

「……どうしたの？」

「私ね、ちょっと持ってきたものがあるの」

　美帆はソファの横に置いてあった自分の荷物を手にする。会社のバッグの他に紙袋を持ってきており、その中から服を取り出す。

「え、それって……」

　将紀が目を丸くした。

「──制服。私が高校の時に着ていたやつなの」

　美帆の瞳が悪戯っぽく輝いた。







第四章　憑依系俳優の取扱説明書








　生まれながらにして容姿に恵まれた将紀の周囲には常に人がいて、その大半がどこかベタベタと粘着質な下心を持つ女性だった。

　ルックスのよさが常に幸運を呼ぶとは限らない。

　何もしていないのに妬まれたり、努力をしているのに苦労知らずだとヘイトを向けられたり。ストーカーに遭ったことも何度かある。

　だから将紀は演じることを覚えた。

　極力反感を買わないよう、人当たりのよさを養った。性別問わず平等な態度を心がけた。

　そんな日常生活は将紀の内面を鋭く磨いていき、高校に入学する頃には、本当に演じる側へ身を投じることになった。

　将紀の俳優としての才能はかなりなもので。

　役に自分をはめ込んでいくのではなく、自分の中に役を馴染ませ同化させるタイプで、周囲からは『憑依系俳優』と呼ばれた。

　同じ舞台に上がった俳優たちは、役柄が憑依した将紀の演技の影響を受けた。トリップしたように役に没入できたと皆が絶賛した。

　時には他の劇団の公演に駆り出されたり、スカウトされたりしたが、活動の範囲を広くするつもりはなかったので極力断っていた。

　そうして演技を続けて何年かが過ぎたある日、演じたキャラクターがかなり自分にハマり、今までで一番気持ちよく演じられた。

　しかしあまりにも役に入り込みすぎて、公演が終わっても素に戻れなくなった。昂ぶりは収まらず、将紀は役柄を引きずったまま、当時の恋人をホテルに連れ込んだ。

　これが、将紀の人生を変えてしまった。

　今までしてきたセックスはなんだったのだろうかと思うほど、気持ちがよかった。快感が脳天を突き抜け目が眩んだ。

　それ以来、公演のたびに憑依したまま恋人を抱き、時には公演がなくても役柄を演じてのセックスに興じた。

　しかしそんなアブノーマルなプレイを、普通の女性はたびたび受け入れてはくれない。

　何度か臨んでみるも、最終的には「将紀にはついていけない」と言われ、振られてしまうのだ。

　舞台自体にはまったく未練もこだわりもなかった。また、自分のような俳優は監督からすると扱いづらいだろうことは分かっていたので、就職と同時に劇団はやめた。

　しかし性癖だけはいかんともしがたいものがあり、その後もつきあった彼女に試しては振られることが続いた。

　将紀も馬鹿ではないのでその間に加減を覚える。どれくらいの頻度でなら受け入れてもらえるかなど、さながらチキンレースのような性癖発散をしていた。

　それでもやはり女性とは長続きせず……もういい加減『憑依』を封印することを考え始めた頃、美帆に出逢ったのだ。

（さっぱりした子だな）

　これが美帆の第一印象だった。

　今まで執着じみた視線ばかりを受けてきた将紀にとって、彼女の邪気のない澄んだまなざしはどこか安らぎを感じさせた。

　そもそも将紀が恋人と長続きしなかったのは、何も彼の性癖だけが理由ではない。将紀をアクセサリーとしか思っていない女性があまりにも多かったせいだ。他の女にマウントを取るための道具にされたことも数知れない。

　そんな女性とは、長続きしなくて当然なのだ。

　美帆とは居酒屋の長椅子で出逢った。間近で将紀を見ても媚びる目を見せたりしない。彼の体調を聞いてからは、こちらをチラリとも見ずにスマホを弄っていた。

　将紀が項垂れているのを、ただ心配して声をかけてくれたようだった。

　だからだろう、逆に美帆に興味が湧いたのは。

　今度は自分から声をかけてみれば、想像以上に話が合った。結局その場では語り足りずに、店を出て待ち合わせをし二人で二次会を楽しんだ。

　聞けば、彼女は舞台鑑賞が趣味だという。完全に偶然でしかないのだが、どこか運命めいたものを感じてしまった。

　演劇について語る美帆は、瞳をキラキラと輝かせてとても可愛らしい。将紀に迎合している様子はまったくない。本当に好きなのだなと、微笑ましく思えた。興に乗って将紀も普段より饒舌になる。

　女性となんの心配もなく心ゆくまで楽しい会話を交わしたのは、久しぶり……というか、初めてかもしれない。

　美帆は決して派手ではないが、割と整った顔立ちをしている。美人と可愛いの中間だろうか。雰囲気は涼やかで清潔感がある。

　肩まで伸びた焦げ茶の髪は艶やかで、つい触りたくなってしまう。

　人の話をきちんと聞いてくれ、また、彼女がしてくれる話も楽しかった。笑顔も可愛い。

　何より……将紀に対し、変な媚び方をしないところに好感が持てた。こちらを見る視線が無欲無害なのもいい。純粋な好意は寄せられているものの、不快なところはまるでない。むしろ嬉しい。

（こんな子が彼女なら……穏やかに楽しく過ごせそうだな）

　出逢ってすぐにこんなに好ましく思った女性は、今までいなかった。

　だからその二日後、友人からもらった舞台のチケットで美帆を誘ってみたのだ。

　運のいいことに、公演を主催した劇団は美帆のお気に入りだったようで、すぐにＯＫの返事が来た。しかも、メッセージアプリの画面半分が埋まるほど、劇団に対する愛を語っていたのだ。

　これが他の女性ならきっと、

『野島さんから誘ってもらえるなんて！』

『野島さんとデートできて嬉しいです』

　と、将紀と一緒に出かけることに対しての返事が真っ先に来る。しかし美帆が初めに送ってきたメッセージはこうだ。

『野島さん、劇団ナチュラルのクリスマス公演のチケット持ってるんですか？　すごいですね！　私、取れなくて悔しかったんです』

　それを見た将紀が、クスクスと笑ったのは言うまでもない。

　最終的には『是非おともさせてください。楽しみです、すっごく！』としめられていて、本当に公演が楽しみなのだということが見て取れた。

（誘ってみてよかったな……）

　将紀は満足げにうなずいたのだった。

　

　クリスマス公演は大盛況で、将紀も美帆も大いに楽しんだ。

　終わった後には食事をしながら感想を語り合う。

　美帆は観劇中も終わった後も、目をキラキラと輝かせていた。今も、彼女なりの考察を語りながら、瞳の中にいくつもの星をきらめかせているので、見ているだけでこちらも気持ちが弾む。

（本当に演劇が好きなんだな……）

　興味のあるもの、好きなものを語る時の表情が本当に可愛くて、ますます、美帆のことが好きになっていく。

　こんなに素敵な女の子を二股にかけて、しかもあっさり酷く振る男がいるなんて、そいつは見る目がなさすぎる。将紀はつくづく思った。

　しかしその男が振ってくれたからこその今だ。ここは不本意でも感謝すべきなのだろう。

（相当傷ついたろうに……明るく振る舞ってくれて、いい子だな）

　目の前で楽しそうに言葉を紡ぎ出す美帆を見ていたら、心の奥底から愛おしさが込み上げてきた。

「野島さんがよかったところもたくさん聞かせてください」

　公演の感想を求められたので、演者目線での話をすると、美帆は興味深そうに口にした。

「──野島さんが演じてるところ、一度は観てみたかったです」

「……」

　刹那、彼の中に「もしかしたら……」という、淡い期待が生まれてしまった。

（いや、ダメだ。封印するって決めたんだから）

　将紀は頭をもたげるリビドーを、なんとか身体の奥底に押し込めて蓋をした。

　極めて誠実に──元カレに裏切られたばかりの美帆には、正攻法でないといけない気がしたので、素直に「もしよかったら僕とつきあってほしい」と告げた。

　予想もしていなかったのか、将紀の告白を聞いた美帆は目を見開いていた。交際を求められてこんな反応を見せた女性は初めてだ。新鮮だった。

　あたふたしながらも受け入れてくれた美帆は、本当に可愛かった。

　その後、美帆からもっと一緒にいたいと言われた時も、お風呂上がりにリビングではなく寝室で待っていてくれた時も、心の底から嬉しくて、思わずにやけそうになったのは秘密だ。

　彼女の方から誘ってきたというのに、やけに緊張しているのも彼女らしくて好きだと思った。

　美帆との夜は、最高の一言で。

　意外にも情欲には素直で、ねだったりする様がなんとも愛おしい。

　感じやすく、何度も達して快楽に埋没していた。

　できることなら、一日中寝室に籠もって美帆を抱いていたいとさえ思う。

　週末ごとに睦み合い、愛を深めていった。美帆はいつも恥ずかしがりながらも、将紀とのセックスは幸せだと言ってくれた。

　充実している。不満なんてない──はずなのに。

　時折、無性に「何かが足りない」と思ってしまい、自己嫌悪に陥った。

　美帆みたいに誠実な彼女との生活になんの不満があろうか。よくばりだ。

　これ以上を望んでしまえば罰が当たる。

　ダメだ。押しつけてはいけない。

　しかし、美帆とのセックスを重ねれば重ねるほど、別ベクトルへの想いが募ってしまう。

　あんなことや、こんなことを美帆に……なんて、想像してはいけないのに。

　夜一人でいると、あの壮絶な快感を覚えている心身が、どうしても彼女を自分の世界に引きずり込みたいと訴えてくる。

　悶々とする気持ちは、日々大きくなっていった。

　そんな将紀の苦悩が美帆にも分かったのだろう。

　しきりに彼を気遣う様子を見せてきた。

（これはもう、話してしまった方がいいかもしれない）

　悩みに悩んだ末、将紀は美帆に性癖のことを打ち明けた。

　別れることも覚悟の上だった。

　けれど彼女は『俳優・野島将紀』が見たいと言ってくれた。キラキラした瞳で楽しみだとも。

　その日初めて、将紀は美帆に『憑依』を見せた。

　大学生の時に舞台で演じた闇金ヤクザは、本来の将紀とはまったく違う気質を持ったキャラクターだ。それを憑依させた将紀は、美帆を軽く怯えさせながらも、セックスとしては満足させられたように思う。

　美帆とのプレイは、極上の快感をもたらしてくれた。精神的にも肉体的にもかなり満たされ、将紀は夢見心地になった。

　情事の後、美帆はぐったりしながらも「すごくよかった」と言ってくれて。

　それから月に二度は、シチュエーションプレイをすることになる。

　美帆とつきあってから毎日充実していて幸せだと思っていたが、それが何倍にもなった。景色が輝いて見えた。

　『憑依』をするたびに美帆は将紀の演技に深くはまり込んでくれた。彼女が共演者としてもかなり優秀なのが分かって嬉しい。

　だから将紀の方も役柄がかなり上手く馴染んで、自分の中のリビドーをかなりな満足度で昇華できた。

　美帆曰く「本当にそういう人かと思っちゃった」そうだ。

　月二、三回のペースも、美帆にはちょうどいいという。

　しかもプレイを経るごとに、美帆はきれいになっていく。もともと素材はよかったが、丹念に磨かれたダイヤモンドのように輝きと色気を増していった。

　美しくなるのはいいが、悪い虫がつかないか心配だ。

　でも美帆自身はよそ見をせずに自分だけを見てくれている。誠実で一途な女性だから。それが嬉しくてたまらないし、幸せだ。

（美帆と出逢えてよかった……）

　将紀は心の底からそう思った。

　しかし──

　ある日のことだ。会社の飲み会で居酒屋に行き、途中、手洗いに立った。

　化粧室に行く途中の席から、サラリーマン数人の話し声が聞こえてきた。

「渡わた辺なべ、彼女と別れたんだってな。なんか、自分の性癖を押しつけすぎて振られたらしいぞ」

「あぁ……あいつ、真性のドＳだもんなぁ。彼女にそういうプレイでも強要したんじゃねぇの？」

「いきすぎた性癖ってのも困りものだよなぁ」

（……いきすぎた性癖）

　将紀の顔から血の気が引いた。この表現があまりにも自分に当てはまりすぎているからだ。

　ひょっとしたら、美帆にも無理をさせているのではないか。本当はあんなことをしたくはないのに、将紀のために我慢しているのではないかと、心配になった。

　一旦不安になるともう、ネガティブなことしか考えられなくなる。

　飲み会が終わった後、美帆が待ってくれているはずの部屋に急いで帰った。玄関を開けてリビングに向かいドアノブに手をかけた時──

「……私がこんな身体になったの、将紀のせいなんだから。もうほんと……ムカつく」

　美帆の冷たい言葉が耳に入ってきた。

「っ!!」

　喉が詰まって苦しくなる。

（やっぱり……）

　なんというタイミングだろう。

　居酒屋でいきすぎた性癖の話を聞いてすぐに、恋人の不満を知ってしまった。

　将紀は打ちのめされる。ショックを鎮めるために、気づかれないよう玄関まで戻った。深呼吸をし、平静を取り戻す。

　どうしたらいいのだろう。

　これまでなら、性癖のために別れを切り出されても「まぁ仕方ないか」くらいで自分に折り合いをつけていた。

　しかし美帆とは別れたくない。別れるという選択肢は将紀の中には存在しないし、そうするくらいなら我慢すべきだと頭の中で警鐘が鳴っている。

（嫌だ、美帆に嫌われたくない）

　将紀は自らの心に決意を忍ばせながら、改めてリビングへ入ったのだった。

　

　その日以来、将紀は美帆にシチュエーションプレイの誘いをしなくなった。

　セックスをしても『憑依』はしない。もちろんマンネリにならないように心がけてはいるが、それも普通の範囲内でだ。

　美帆も毎回満足してくれているようなのでホッとする。

（これでいい）

　将紀は自分に言い聞かせた。

　しかし今度は美帆の様子がどこかおかしい。憑依をしない将紀を不審に思っているのだろうか。

　それとも、もう手遅れなのだろうか──

（いや、美帆は僕のことを好きでいてくれてる）

　将紀を見る彼女の瞳はとてもきれいで、淀みなどまったくない。時折憂いが見えるだけだ。

　それでも、何か不満があるのなら聞きたいし、叶えてあげられることなら叶えたい。

　しばらく考えて、今度会う時に本人に尋ねてみることにした。

　数日後の金曜日、たまたまきりのいいところで仕事がまとまり、早く帰宅できることになった。この日は元々、美帆が将紀の部屋に泊まりに来る予定で。夕食の支度をして待ってくれるというので、任せることにしていたのだが。

　予定していた残業がなくなったので、一緒に帰れるかとメッセージを送ってから、美帆の職場に向かった。

　将紀の勤務先は駅と美帆の職場の間くらいだ。駅とは逆方向に向かって歩いていると、元カレの原崎に絡まれている美帆を見つけた。

　どうやら元サヤを狙っているのか、しつこく誘われているようだった。

　美帆がもしこのまま原崎の手を取ったらと考えたら、頬が強張ってしまった。けれど、彼女の口から出たのは──

「──原崎くんより今の彼の方が百倍……ううん、一万倍はカッコイイし優しいしいい人だから！　言っておくけど私、彼に不満なんてないし、原崎くんに一ミリも未練ないからね？」

（美帆……）

　単純に嬉しかった。元カレよりも自分を好きでいてくれているのだと、安心した。

　それからは迷いも断ち切れた。すぐさま助け船を出し「今の彼女と末永くお幸せに」と強調すれば、原崎はポカーンとして固まっていた。その隙に美帆の手を取って自宅へ向かう。

　美帆が「聞きたいことがある」と言うので、話に集中できるよう、夕食はデリバリーで済ませた。

　彼女が引っかかっていたのは、やはり『憑依』をやめたことだった。美帆とのプレイに、ひいては美帆自身に将紀が飽きてしまったのだろうかと心配になっていたそうだ。

（僕は馬鹿だな……）

　的外れな思い込みで美帆を不安にさせてしまったのかと、将紀は自分を殴りたくなった。

　理由を正直に打ち明ければ、美帆は安心したように本音を話してくれた。

　ムカつく、と言ったのは、憑依なしじゃ今後もの足りなくなるんじゃないか、そんな身体にした将紀のことは憎たらしい。でもそうなってもいいと思えるほど愛している、という、複雑な感情の表れだったようだ。

「初めはね、正直戸惑ったの。それに憑依した将紀とするのに慣らされてくのが少し怖かった。でも嫌じゃなくて、今ではむしろ楽しんでるの。……だからね、これからもしたいな」

　はにかみながら語る美帆を見て、将紀は歓喜に包まれた。

（あぁ……僕はもう、一生この子に頭が上がらない）

　でもそれでいい。「責任を取ってね」と言われ、即座に「喜んで」と本音を返したくらいだし、もう美帆とは離れられないのを自分でも分かっているのだ。

　だから勢いでプロポーズをしたが、後悔はまったくない。むしろ他の男に対する牽制にもなる。

　シチュエーションプレイをするようになり、美帆がきれいになったのは間違いない。将紀でさえそう思っていたのだから、おそらく悪い虫も寄ってくるだろう。

　早々に美帆は自分のものだと宣言しておく必要がある。

「はい……謹んでお受けします」

　頬に朱を刷いた美帆は、それはそれは可愛らしく色気があった。惹き寄せられるようにくちびるを重ね、口腔を奪う。

　美帆の身体で将紀が触れていないところなんてないと主張するため、丁寧に舐っていく。

「ちょっと待って……」

「どうしたの？」

　すっかりその気になっているところにストップをかけられ、どうしたのかと尋ねれば。

「私ね、ちょっと持ってきたものがあるの」

　美帆が持っていた紙袋から出したのは、高校生の制服だった。左胸にエンブレムがついた紺色のブレザーに、グレー地のチェックスカート、赤いリボンに紺色のハイソックスだ。一式まるごと揃っている。

「え……これ、美帆が着てたやつ？」

「うん。この間、実家から持ってきたの。……いつか使えるかな、と思って」

「うわ、これ着た美帆見たいな。高校の頃も可愛かったんだろうなぁ」

　いつの間に実家に行ったのだろう……と思ったが、美帆が積極的なのが嬉しくて、そんなことはどうでもよくなった。

「ほんとはちょっと恥ずかしいな、って思ったけど。きっと将紀なら好きだと思って」

「美帆なら何を着ても似合うよ」

　それは間違いなく本音だ。美帆もまんざらではなさそうに見える。

「ふふ、ありがとう」

「……じゃあ、今からしようか。どういう設定がいいの？　美帆が決めるんだよ」

　将紀は美帆の髪を指先で整えながら、にっこりと笑ったのだった。






エピローグ








『いけないお嬢さんだなぁ～。今をときめくアイドルが男と密会なんて、写真週刊誌の記者ならよだれ垂らして食いついちゃうぞ～』

　そういう自分だって、女性から絶大な人気を誇る売れっ子の俳優なのに……と、美帆はくちびるを尖らせる。

『しかもステージ衣装のままなんて、目立つ目立つ』

『……自分がこの服のまましたい、って言ったくせに』

　制服をカスタマイズした衣装のアイドルが世間で活躍し始めてから、だいぶ経つ。未だ人気が衰えていないそのグループに、美帆は所属していた。しかも今度の新曲では初めてのセンターを務めることになっている。

　つまりは今をときめく売れっ子なわけだ。

　恋愛禁止なはずのこのアイドルと、今やドラマや映画に引っ張りだこの人気イケメン俳優との秘密の交際が始まって、一年が経った。

　もちろん、お互いの事務所にも内緒だ。バレたら別れさせられるに決まっている。

　だから会う時は慎重に慎重を重ねている。ＳＮＳで匂わせなどは決してしない。ペアのアクセサリーも持ったりしない。外でデートをするなんてもってのほかだ。

　お互いの住まいを同じマンションの同じフロアにしたのも、マスコミ対策の一環だ。セキュリティが強固なマンションなので、決定的な写真を撮られたことは未だにない。

『ま、そうだけど。……んじゃ、おいで、美帆ちゃん』

　ベッドの上で、将紀がニヤリと笑って手招きをした。

　今日は彼が衣装のままセックスをしたいというので、収録を終えたその足で、この部屋に駆けつけた。とは言っても、ちゃんとコートは着ていたので、それほど目立ちはしなかった。

　美帆が制服のままベッドに上がるが、将紀は動かない。これは奉仕をしろという意思表示だ。

　セーターにテーパードパンツ姿のままベッドに四肢を投げ出している将紀の脚の間に、美帆はにじり寄る。

　そしてパンツの前立てに手をかけ、ボタンを外し、ファスナーを下ろした。

　寛げると、中から下着が覗く。それを押し上げている中身のことを想像すると、心も身体も疼いて仕方がない。

　下着に手をかけてゆっくりと下ろせば、まだ兆していない雄肉が現れる。両手で包むように取り出し、そのままゆっくり上下に扱き始めた。

　将紀のそこはすぐに芯を持ち、見る間に形を変えて硬く育つ。

『美帆ちゃん、扱くの上手になったね』

『ん……ありがと……』

　屹立の先端から溢れ出した透明の雫に、美帆はそっと舌を伸ばした。ぺろっと舐め取ると、漲りがひくりと震える。

　間近で見る将紀の昂ぶりは、ずっしりと太くて血管が浮いていた。独特の生々しい質感と匂いが、美帆の本能に息づく女の部分を疼かせる。

『……』

　小指の爪の先ほどの羞恥心も、没頭してしまえば消え失せてしまう。美帆はくちびるで亀頭を挟むようにして、ゆっくりと口腔へ迎え入れた。

　数時間前までファンに愛想を振りまいていたその口で、誰にも言えない交際相手の男性器を咥えている。それが背徳感を覚えさせて、美帆を高揚させた。

　じゅぷじゅぷと茎に唾液がまとわりつく音を立てて、頭を上下させては、舌を全体に絡みつかせる。尖らせた舌先を、先端の小穴をこじ開けるようにぐりぐりと押し当てて。

　時には思い切り吸い上げながら、往復させる。

　将紀が色づいた吐息を吐き出しながら、美帆の頭をくしゃりと撫でた。

『あー……きもちいー。美帆ちゃん、そんなバキュームフェラどこで覚えてきたの？　……まさかとは思うけど、他の男から教わったんじゃないよねぇ？』

『んん……っ』

　奉仕を続けながら、美帆は小刻みにかぶりを振る。

『いやーでもさ、こないだ美帆ちゃんがバラエティで共演してたお笑い芸人いたじゃん？　あのイケメン風キャラの。あいつ女食い散らかしてるので有名だし、美帆ちゃんに目ぇつけてたよね。誘われなかった？』

『……っ、さ、そわれた、けど……断ったもん……』

『へぇー断ったんだ？　どうして？』

『だ、って……将紀くんが好きだから……』

　ちゅるん、と屹立を口から出し、美帆は弁明する。

　彼女の答えに、将紀はご機嫌な様子で両の口角をきゅっと上げた。

『そっかー、俺のこと好きなんだ。……じゃあ、俺の前でオナニー、できるよね？』

『え……？』

　将紀がにっこりと笑って放った一言に、美帆の顔が困惑で彩られる。今まで一人でしたこと自体ないのに、それを彼の目の前でなんて。

『美帆ちゃんの好きな将紀くんがー、美帆ちゃんのオナニーが見たいーって、言ってんだけど？』

　言葉のトーンが一段下がる。これは将紀が本気の時によく出す声音だ。

『……っ、』

　逡巡の末、美帆はこくん、とうなずいた。彼は満足げに笑み、身体を起こして一旦前立てを整える。

『はーい、じゃあ、場所こうたーい』

　将紀が明け渡した場所に美帆を呼び寄せ、ヘッドボードを背もたれにして座らせた。

『──よし、じゃあ、美帆ちゃんのオナニーライブ開幕～』

　アリーナ席ゲット～──と、彼は美帆の足元であぐらをかいた。

　すっかりステージができあがってしまい、美帆は戸惑いを隠せない。けれど、将紀は目で『早く』と、命令してくる。

『……うぅ』

　美帆はしぶしぶ、といった様子で膝を立て、スカートの中を探るように手を差し入れ、ショーツを脱いだ。

『ちょっ、美帆ちゃん。パンツすでにビショビショじゃね？　……俺のを咥えながら濡らしてたん？　エッチだなぁ～』

　美帆が手にしたショーツを見て、将紀が弾んだ声を上げた。咎めるような言葉なのに何故か嬉しそうだ。

　脚を立てたまま、膝頭を合わせていた美帆は、ゆっくりと、躊躇いがちに膝裏に両手を差し込み、脚を開いていった。

　いわゆるＭ字開脚になると、将紀は美帆の秘部をじっと見つめる。

『あー、もうすっかり濡れちゃってるじゃん。俺が可愛がるまでもなく。……ほんとエロイな、美帆ちゃん。こんな姿、ファンに見せられないよなぁ』

　そう言われた途端、美帆の開かれた両襞のあわいからとろりと蜜が流れだした。

『ぁ……』

　自覚があるのか、美帆が小さく声を上げる。

『美帆ちゃん、早くしないとどんどんベッドに垂れてくよ』

　急かされた美帆は、指をそっと秘裂にあてがった。

『ん……っ』

　びり……と、快感が湧いた。

　そぼ濡れた蜜口にあてた指を、ゆっくり円を描くように動かす。ぬち……と、湿った音が立つ。

　吸いつくように指がぬかるみに埋まり、愛液をまとっていった。そのまま襞の間を掻き回せば、甘い疼きが生まれて新しい蜜を呼ぶ。

『あっ……、ん』

『気持ちいい？　美帆ちゃん』

『……っ』

　将紀に尋ねられ、こくん、とうなずきながら、今度は指を上下に往復させてみる。会陰から花芯に向かって動かし、花芯を潤った指先でくるくると捏ねる。

『っ、んんっ、』

　一番敏感な部分に触れ、身体は早くもとろけ始めていた。

　こんなに小さな部分なのに、大きな快感を秘めているなんて、自分の身体ながら不思議だと思いながら、そこを何度も愛撫する。

『美帆ちゃん、そこ、自分で剥けるかな？』

『ぇ……』

『皮の上からじゃ、微妙じゃない？　ちゃんと剥いてあげて』

『わ、かんな……』

　剥くという動作はどうしたらいいのか、よく分からない。両手で触ってみるも、イマイチだ。

　しばらく考えた末、将紀は美帆の方へにじり寄る。

『んー……仕方ないなぁ。……手伝ってやるよ。俺が剥いてやるから、頑張って自分でオナるんだぞー、美帆ちゃん』

　将紀が美帆の身体を少し前に出し、彼女とヘッドボードの間に身体を滑り込ませ。後ろから覆い被さるようにして、美帆の腿を改めてガバッと開くと、手を秘裂に差し入れ、包皮を指先でぐいっと上にずらした。

『あ……っ』

『ほら、美帆ちゃんの愛らしいクリがお顔見せてくれたよー。たくさん可愛がってやりな』

　言われるがまま、美帆は将紀が押さえている部分にそっと指を送り込む。

『っ！』

　びくん、と、下腹部が震えた。

『ねー？　皮の上から触るよりきもちぃだろ？　ほら、もっと触ってあげな。俺がいつもやってるみたいにさ』

『ん……』

　美帆は素直に陰核を愛撫する。時折ぬかるみで蜜を掬いながら、優しく、それでいて的確に気持ちのいいところを探りながら。

　慣れてきたのか、そのまま一定のリズムで捏ねていく。

『あんっ……あ、あ、ゃ、きもちいぃよぉ……っ』

『自分でやると、気持ちいいところすぐ分かるもんな？　マジよさそうだな、美帆ちゃん』

　ぐちゅぐちゅと自分の秘部を掻き乱しながら、美帆は快感に埋没していく。自慰の気持ちよさに酔いしれて、彼が後ろから触ってくれていることにも気づいていない。

　将紀は美帆の制服のボタンというボタンをすべて外し、ブラウスをはだけさせ、ブラジャーのカップから乳房を出すと、両の指で乳嘴を弄りだす。

『あーあ……結局手伝っちゃったなー。ま、いっか。現役人気アイドルのオナニー拝めたしね。……好きだよ、美帆ちゃん』

　美帆の耳の中に言葉を吹き込んだ後、将紀は耳孔にキスをしていく。ちゅ、ちゅ、とリップ音が鼓膜に直に届いて、ゾクゾクする。

『あぁっ、あっ、あ、だめ、も……っ』

　美帆の身体が大きく震えだし、愛撫の速度が上がった。

『ん？　そろそろイク感じ？　いいよ、イッちゃえ』

　もう一押しとばかりに、将紀が胸の先端をくりくりと弄る。

『あんっ……やだ、い、く……ぅ……っ』

　美帆の身体がずり落ちるようにしなり、彼の手を離れていった。

　直後、びくんびくんと、魚のように跳ね上がり──美帆の初めての自慰は終わりを告げた。

『──気持ちよかった？』

　しどけなく横たわった美帆を上から見つめ、将紀が尋ねる。

『……ん』

　こくこくとうなずいた美帆は、自分の姿を見てぎょっとする。

　着ていた衣装は乱れに乱れていて、もはや真裸よりもいやらしく見えた。

『そんじゃ美帆ちゃん、今度は一緒に気持ちよくなろうね～』

　将紀が己の服を脱ぎ捨てると、先ほどのように、ヘッドボードに背中を預けて座った。

　下腹部で育ちきった男根は、先ほど美帆が奉仕した時よりもさらに硬度を増しているように見える。

『美帆ちゃん、乗って』

　そばにあった避妊具を慣れた手つきで素早くまとわせると、将紀が手招きをした。

『わ、かった……』

　美帆もまた着ていたものを脱ごうとするが、彼がストップをかけた。『そのままおいで』という言葉が、彼女の手を止めた。

　仕方がないので、少しだけ身なりを整えてから、将紀の脚を跨いだ。

　スカートが邪魔で見えないので、たくし上げてから彼の屹立に手を添える。薄膜越しでも、熱くて硬いのが分かる。

　そのまま秘裂をそこにあてがい、くちくちと愛液で馴染ませてから膣口で楔を捉え、腰を下ろしていく。

『あ……』

『きっつ……美帆ちゃん、相変わらずきついね。アイドルはダンスをするから自然と鍛えられちゃうのかなー』

　わずかに眉をひそめた将紀は、はだけた衣装から零れ出たままの胸を両手で掴んだ。

『ゃ……』

　やわやわとふくらみを揉まれるのと同時に、屹立をすべて膣内に収めた美帆は、将紀の下腹部にぺったりと座った状態で細く長い息を吐いた。

『びくびくいってるね。さっきイッた余韻がまだ残ってるのかなー』

　呟きながら。将紀は軽く下から突き上げた。

『はぅっ、だ、め……っ』

『美帆ちゃんはさ、実はガンガン突きまくるよりも奥で小刻みに振動させる方が感じるんだよなぁ……知ってた？』

　含み笑いを漏らした将紀は美帆の腰をホールドし、下からぐいぐいと腰を押しつけた。子宮口にきわめて近い部分を擦るように細かく抉った。

『あ、あっ、あぅ……っ』

　派手に往復しているわけではないのに、すごく気持ちよくて、美帆は涙目になって口元を押さえた。

　すると、将紀の両手がその手を取って、ぎゅっと握ってきた。

『こらこら、上に乗ってるんだから、自分でも動かなきゃダメだろ？　美帆ちゃんは～』

　口ではそう言いながらも、彼の雄が美帆を下から捉えて離さない。隘路の奥で起こっている律動は、細波のようでありながら、膣壁がとろけ落ちそうなほどの凄まじい快感を美帆の身体にもたらしている。

『ひっ……、う……ぅっ、ぅぅう、ぅ……っ』

　美帆の開きっぱなしのくちびるから呑み込めきれない唾液が滴っているものの、それを気遣う余裕など霧散してしまっている。

　それだけ、快楽に陶酔しきっている証拠だ。

『あー……困ったなぁ。美帆ちゃん、軽く飛んでない？　これ』

　将紀の口調はゆるゆるなのに、実際にしていることはなかなかにえげつない。えぐい抽挿で美帆を官能の坩堝に叩き落としトリップさせておきながら、動け動けと騎乗位をねだっているのだから。

　美帆を見つめる瞳も、一見優しそうにも飄々としているようにも見えるのに、奥の奥にはギラギラとした欲望をちらつかせている。

　それでいて、芸能界では『しっかり者で爽やかな正統派俳優』として通っているのだから。

　怖い人だと、美帆は時々思う。

『うぅううう……んっ』

　今度は歯を噛みしめて快感に耐えている。美帆の全身は粟立っていて、いつもはすべすべな二の腕が、今はざらざらだ。

『……実はさっきから、イキっぱなしだよね、美帆ちゃん。騎乗位でイキまくれるなんて、お利口さんな身体だなぁ』

　将紀はクスリと笑いながらも、抽挿を止める気はないらしい。美帆が絶頂の波に翻弄されているのを楽しんでいる。

『あっ、あんっ……ゃ、も、む、りぃ……っ、むり……っ』

『──あー……可愛いなぁ、美帆ちゃん。ほんと、可愛い』

　ようやく律動を止めると、将紀は美帆をベッドに横たえた。

『ま、さきく……』

　ふわふわと意識を浮遊させた美帆は、おずおずと両手を伸ばす。

『あ、甘えたモードに入っちゃった？　やばいなー、可愛いなー』

　将紀が彼女の手を取り、身体を落としながら甲にちゅ、とキスをする。べったりと抱きしめつつ、空いた手で美帆の秘裂を探り、ますます硬さを増した屹立を膣口に捩じ込んだ。

『はぁっ……あっん』

　そのまま身体をぴったりと重ね合わせたまま、将紀は今度は大きく腰を突き入れた。美帆は彼の背中に腕と脚を絡め、ぎゅっと抱きしめる。

『美帆ちゃん、密着正常位好きだよねぇ。……俺も好きだけど』

　表情を完全にとろかした美帆に深くくちづけながら、将紀は彼女の蜜口を強く穿つ。ぐちゅんぐちゅんと愛液が散り、ベッドを濡らす。

『んんんんんーーーーっ』

　くちびるを塞がれているので、音にならない声が漏れ出た。美帆は何度目か数えることすら放棄した絶頂に躍らされる。

　将紀はそんな美帆を突き続け、愛おしいと告げるように、彼女のあちこちを舐っている。首筋に舌を這わせたかと思うと、耳たぶを食み、その後は舌先で耳孔をぐるりとなぞる。耳殻の裏側まで丹念に舐め回すと、美帆の身体がふるりと震えた。

『あっ、それ……だめぇ……っ、きもち、よくて、しんじゃぅ……っ』

『死んじゃだーめ。……俺は、美帆ちゃんともっともっと、セックスしたいし……美帆ちゃんだって、俺と、したいっしょ？』

『んっ、んっ……したぃ……っ』

『……こんなことするの、俺とだけだからね？』

　美帆のくちびるに自分のくちびるをぴったりとつけ、将紀が囁いた。

『んっ、わか、った……まさ、きくん、だけ……っ』

『マジだよ？　……もし、他の男にさせたら……そいつ、殺すよ？』

『わ、かた……からぁ……っ』

　将紀の言葉に誓いを立てるように、美帆は彼を抱きしめる四肢にさらに力を入れた。

　膣内を占有する肉塊が一層育ったかと思うと、彼は律動を強くした。

　ベッドが二人分の重みでギシギシと鳴く。

『あんっ、あっ、ああっ、い、っちゃ……っ、い、くぅっ』

『はっ……俺も……っ、イくよ……出すよ、美帆ちゃん……！』

　密着した二人の身体は同時に溶け合い、後には荒い呼吸の音だけが残される。

『──愛してるよ、美帆ちゃん』

　小さく小さく紡がれた言葉が美帆の鼓膜に届いたのと同時に、人気俳優と人気アイドルの濃厚で熱い秘密のひとときは、終わりを告げたのだった。
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「美帆……大丈夫？　本当に飛んでたよね」

　憑依が解けた途端、心配そうに美帆を気遣うのは相変わらずだ。

「ん……すごく気持ちよかったから、大丈夫」

（むしろ将紀の方が飛んでるんだよねぇ）

　普段の将紀と憑依中の将紀──ギャップに驚くし、最中は怖くなることもあるけれど、一度味わってしまうとクセになる。

「やりすぎだと思ったら、叱ってくれていいからね」

　緩やかな色気をまといながら、将紀はしどけなく横たわった美帆の頭を撫でる。その手つきはとても柔らかくて、いつもの将紀だ。安心する。

「大丈夫だよ。いつもこうしてぐったりしちゃうけど……またしようね」

　美帆はふにゃりと笑った。

　将紀は一瞬だけ泣きそうな目をして、それから──

「愛してるよ……美帆」

　甘ったるい声音で囁き、美帆を後ろから抱きしめた。

「ん……私も……」

　シチュエーションプレイをするようになってから、将紀は今まで以上に美帆に気を遣ってくれている。多分、未だに不安を感じているのだろう。

　でも、彼の不安はただの杞憂だ。

　誰かに化けた将紀の相手役を演やるのは嫌いじゃない。なんだか違う自分になった気にさえなって新鮮だし、むしろ好きだと思う。

　美帆も案外『憑依』に向いているのかもしれない。

（このまま似たもの夫婦になっていったりして）

　内心自嘲するものの、将紀とならそんな生活もきっと刺激的で楽しいだろうと、心を弾ませる。

　そして美帆は早くも、次はどんなシチュエーションでしようかと思案を巡らせるのだった。
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　普通に始まった私たちは、普通の恋人同士とは違う身体の関係を持っている。人には言えない愛の形だけど、私たちはこれからも、刹那的に燃え上がるような秘密のひとときを共有していくのだろう。
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　濃蜜ラブルージュ様では初めまして。沢さ渡わたり奈な々な子こと申します。

　このたびは『極上の愛撫に啼かされて～豹変した彼の溺愛に囚われる～』をお読みいただきまして、ありがとうございます。

　ＴＬ小説を書き始めてからだいぶ年月が経ちますが、今回のような作品は初めてです。

　何が初めてかと言いますと、今作には四種類のラブシーンが登場します。一体どういうことか？　読まれた方ならお分かりいただけると思いますが、ヒロイン・美帆とヒーロー・将紀の普通のラブシーンと、将紀の性癖によるシチュエーションプレイ、それが合わせて四通りあるのです。

　まずは『闇金ヤクザと借金を背負ったＯＬ』、本当はもっと野島の性格を過激にしたかったのですが、やっぱり愛がないといけないよね、ってことでああなりました。

　そして美帆と将紀の初めての睦み合い、ひたすら将紀は甘いです。これが彼らの通常エッチなのですが、一度しか出てきません（いいのかそれで）。

　『営業部の後輩男子と先輩女子』、これは将紀の眼鏡が書きたかった、これに尽きます。スーツに眼鏡ってやっぱり普遍的な萌えアイテムだと思うんです。いつだって書いていたい。

　最後は『人気若手俳優と売れっ子アイドル』、実は今回、書いていて一番楽しかったのがこれかもしれません。ゆるゆるなようでなかなかの執着を秘めた男子っていいですよねぇ。

　美帆と将紀の普通ではないラブシーン──一粒で四度美味しい、そう思っていただけたなら成功です（思っていただけますように……）。

　今回、濃厚なエロスを秘めたカバーを描いてくださったのは、北きた沢ざわきょう先生。さまざまな作品で拝見していたイラストレーター様なので「え、拙著を担当してくださるの？　マジですか？」と、びっくりするやら嬉しいやらで、出来上がりを本当に楽しみにしておりましたが、もう期待以上の仕上がりで！　美帆はエロ可愛いやら将紀はエロかっこいいやら、拙作史上最高の肌色率でエッチでした！　もう最高です！　素敵なカバーをありがとうございました！

　そして担当してくださった編集様を初めとする、レーベルのスタッフの皆様方、本当にお世話になりました。個人的事情で提出日を何度も延ばしていただき、ご迷惑をおかけしてしまいましたが、見捨てずに形にしていただき、本当に感謝しております。

　最後になりましたが、拙作を選んでお読みくださった読者の皆様、ありがとうございました。少しでも楽しんでいただけたなら、これほど嬉しいことはありません。

　またいつか、どこかでお会いできれば幸いです。
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●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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